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疱
瘡
絵
の
画
題
と
疱
瘡
除
け

　
　

石
垣
絵
美

　
　
　

は
じ
め
に

　

日
本
の
民
俗
信
仰
の
多
様
な
伝
承
の
中
の
一
つ
に
、「
疱
瘡
絵
」
と
い

う
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
の
多
く
が
紅
一
色
摺
、
ま
た
は
多
色
摺
の
版
画

で
、
図
柄
と
文
言
が
共
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
近
世
か
ら
近
代

初
頭
に
か
け
て
、
子
ど
も
の
疱
瘡
へ
の
罹
病
時
に
、
そ
の
無
事
な
治
癒
を

願
っ
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

疱
瘡
と
い
う
病
気
は
現
代
で
は
ほ
と
ん
ど
話
題
に
な
ら
な
い
病
気
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
種
痘
法
施
行
規

則
の
公
布
な
ど
に
よ
る
近
代
的
な
治
療
体
制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
罹
病
す
る
子
ど
も
た
ち
が
激
減
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
昭
和

五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
か
ら
は
国
内
で
の
種
痘
も
廃
止
さ
れ
、
疱
瘡
は

過
去
の
病
気
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
事
実
の
上
か
ら
み
れ
ば
、
日
本
の
生

活
史
の
中
で
の
疱
瘡
の
歴
史
は
長
く
、
と
く
に
江
戸
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど

の
子
ど
も
が
罹
病
し
、
生
涯
に
一
度
は
か
か
る
病
気
と
さ
れ
て
い
た
。
そ

し
て
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
あ
り
、
そ
の
対
処
法
や

治
療
法
が
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
さ
れ
て
き
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
歴
史
的
事
実

が
、
日
本
各
地
の
民
俗
信
仰
の
中
に
多
様
な
伝
承
習
俗
と
な
っ
て
伝
え
ら

れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
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現
在
で
は
、
疱
瘡
は
克
服
さ
れ
た
が
、
子
ど
も
の
成
育
と
病
気
と
い
う

問
題
は
、
充
実
し
た
現
代
医
療
の
中
で
も
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
疱
瘡

と
い
う
病
気
は
、
現
在
は
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
病
気
を
め
ぐ
る
習

俗
に
は
、
日
本
人
の
病
気
へ
の
対
処
や
観
念
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
一
つ
が
「
疱
瘡
絵
」
で
あ
り
、
本
稿
は
そ
の
分
析
結
果
を
提
示
し
て
お

く
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

一
、
先
行
研
究
と
疱
瘡
習
俗

　
「
疱
瘡
絵
」
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
は
、
Ｈ
．
Ｏ
．
ロ
ー
タ
モ
ン
ド

（
一
九
九
五
）
や
川
部
裕
幸
（
二
〇
〇
〇
）
の
も
の
が
あ
り
、「
疱
瘡
絵
」

の
図
柄
と
文
言
に
、呪
的
な
要
素
や
祝
祭
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
、「
疱
瘡
絵
」

が
流
布
し
た
範
囲
、
ま
た
「
疱
瘡
絵
」
の
図
柄
に
影
響
を
与
え
た
３
系
統

の
浮
世
絵
に
つ
い
て
、
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
藤
岡
摩
里
子

（
二
〇
〇
八
）
が
江
戸
の
玩
具
研
究
の
中
で
、「
疱
瘡
絵
」
に
描
か
れ
る
江

戸
玩
具
に
つ
い
て
論
じ
、
荻
野
夏
木
（
二
〇
一
一
）
が
近
世
以
降
の
錦
絵

や
随
筆
類
に
描
か
れ
る
疱
瘡
と
麻
疹
の
表
象
の
差
異
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る（
1
（

。
し
か
し
、「
疱
瘡
絵
」
を
構
成
す
る
図
柄
と
し
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
富
士
山
や
源
為
朝
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
で
は
論
じ
ら
れ

て
い
な
い
。

　

Ｈ
．
Ｏ
．
ロ
ー
タ
モ
ン
ド
は
『
疱
瘡
神
―
江
戸
の
病
い
を
め
ぐ
る
民
間

信
仰
の
研
究（

2
（

―
』
に
お
い
て
、「
疱
瘡
絵
」
29
点
の
分
析
を
通
し
て
、
図

柄
と
文
言
の
構
成
要
素
は
、（
１
）
疱
瘡
除
け
の
呪
的
効
力
を
持
つ
人
物

や
事
物
に
よ
り
疱
瘡
を
予
防
す
る
、（
２
）
祝
祭
的
な
呪
力
に
よ
り
疱
瘡

を
押
さ
え
込
む
、（
３
）
子
ど
も
の
遊
び
や
笑
い
、
快
復
を
連
想
さ
せ
る

も
の
で
健
康
を
予
祝
す
る
、
の
3
つ
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

疱
瘡
に
直
接
挑
ん
で
闘
う
よ
う
な
表
現
の
少
な
さ
、
病
気
治
癒
の
予
祝
や

祝
祭
的
な
図
柄
の
多
さ
は
、
疱
瘡
に
対
す
る
人
び
と
の
無
力
感
を
反
映
し

て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
疱
瘡
絵
」
の
中
の
文
言
の
解

読
と
、
構
成
要
素
の
整
理
は
十
分
で
な
く
、「
疱
瘡
絵
」
の
根
底
に
あ
る

庶
民
の
医
学
的
知
識
や
、
主
要
な
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
る
源
為
朝
伝
説

の
出
処
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
ま
た
、
川
部
裕
幸
は
「「
疱
瘡
絵
」

の
文
献
的
研
究（

3
（

」
に
お
い
て
、
近
世
の
育
児
書
で
あ
る
香
月
牛
山
『
小
兒

必
用
養
育
草（

（
（

』
や
、
近
世
の
滑
稽
本
で
あ
る
山
東
京
伝
『
腹
筋
逢
夢
石（

（
（

』、

ま
た
福
井
県
大
野
市
の
旧
家
に
残
る
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
か
ら
天
保

十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
か
け
て
記
録
さ
れ
た
「
疱
瘡
見
舞
諸
事
留
帳（

（
（

」

な
ど
を
主
な
資
料
と
し
て
、「
疱
瘡
絵
」
は
病
人
の
見
舞
品
と
し
て
購
入

さ
れ
、
病
家
に
贈
ら
れ
る
消
費
が
大
多
数
を
占
め
、
護
符
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、（
１
）「
疱
瘡
絵
」
に
書
か
れ

る
絵
師
の
名
前
や
版
元
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
十
九
世
紀
の
江
戸
の
版
元
か
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ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
坂
で
も
多
少
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

（
２
）
疱
瘡
罹
病
患
者
の
対
処
方
法
を
記
録
し
た
滝
沢
馬
琴
『
馬
琴
日
記（

（
（

』

や
疱
瘡
見
舞
い
帳
か
ら
、「
疱
瘡
絵
」
が
東
日
本
の
か
な
り
広
範
囲
の
中

流
町
人
層
、
下
級
武
士
層
、
有
力
農
民
層
、
農
民
層
に
流
布
し
て
い
た
こ

と
、（
３
）「
疱
瘡
絵
」
発
生
に
影
響
を
与
え
た
浮
世
絵
の
系
統
を
、
図
柄

に
よ
っ
て
、
①
朱
鍾
馗
の
系
統
、
②
玩
具
や
芝
居
の
浮
世
絵
の
系
統
、
③

護
符
の
系
統
、
の
３
つ
の
系
統
に
辿
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

川
部
は
そ
の
分
析
対
象
と
し
た
「
疱
瘡
絵
」
の
具
体
的
な
作
品
を
明
記
せ

ず
、版
行
年
の
特
定
方
法
が
不
明
瞭
で
あ
る
な
ど
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
を
受
け
て
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
「
病
気
へ
の
理

解
と
対
処
―
疱
瘡
習
俗
を
中
心
に（

（
（

―
」
と
「
疱
瘡
習
俗
の
諸
相（

9
（

」
を
通
し

て
、
従
来
の
医
療
民
俗
研
究
に
対
し
、〈
病
へ
の
理
解
〉
と
い
う
視
点
の

欠
落
を
指
摘
し
、
民
俗
伝
承
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
き
た
呪
術
や
神
信
仰

な
ど
の
習
俗
を
〈
病
へ
の
理
解
〉
と
〈
病
へ
の
対
処
〉
と
い
う
二
つ
の
視

点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
で
、
病
へ
の
対
処
は
そ
の
理
解
に
対
応
し
て
形
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
具
体
的
に
は
、
渡
邊
平
太
夫
政
通
『
桑

名
日
記（

（1
（

』
や
指
田
摂
津
正
藤
詮
『
指
田
日
記（

（（
（

』
な
ど
の
近
世
の
日
記
資
料

に
記
録
さ
れ
て
い
る
疱
瘡
罹
病
患
者
へ
の
対
処
が
、
香
月
牛
山
『
小
兒
必

用
養
育
草（

（1
（

』、
橘
南
谿
『
痘
瘡
水
鏡
録（

（1
（

』、
池
田
霧
渓
『
疱
瘡
食
物
考（

（1
（

』
な

ど
の
近
世
の
育
児
書
や
医
学
書
に
記
さ
れ
る
症
状
の
経
過
段
階
ご
と
の
対

処
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
人
び
と
が
医
学
書
の
内
容
と
同
程
度

の
疱
瘡
の
症
状
に
関
す
る
知
識
を
持
ち
、
段
階
ご
と
に
行
う
疱
瘡
関
係
の

習
俗
も
こ
の
知
識
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
全
国
各

地
の
疱
瘡
治
病
呪
術
の
分
析
を
通
し
て
、
⑴
疱
瘡
に
対
す
る
呪
術
が
、
疱

瘡
の
症
状
の
経
過
段
階
に
対
応
す
る
形
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
⑵
辻

に
注
連
縄
を
張
っ
て
疱
瘡
の
侵
入
を
防
ぐ
、
疱
瘡
神
の
棚
を
辻
に
送
り
出

す
と
い
う
事
例
か
ら
、
病
気
は
外
界
か
ら
悪
霊
的
に
憑
依
し
て
く
る
も
の

だ
と
す
る
病
気
観
が
見
て
取
れ
る
こ
と
、
⑶
疱
瘡
を
め
ぐ
る
呪
術
は
、
疱

瘡
踊
り
な
ど
の
芸
能
や
疱
瘡
団
子
を
作
っ
て
食
べ
る
と
い
っ
た
食
習
に
関

す
る
要
素
も
含
み
、
ま
た
疱
瘡
神
は
絵
画
や
石
塔
、
玩
具
に
具
象
化
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
疱
瘡
の
表
象
の
多
様
性
を
指
摘
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
疱
瘡
絵
」
の
図
柄
と
文
言

の
構
成
要
素
の
分
析
を
通
し
て
、
疱
瘡
に
対
す
る
人
び
と
の
対
処
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。【
表
1
】
に
、
国
立
博
物
館
・
私
立
博
物
館
・

都
立
図
書
館
・
大
学
図
書
館
・
特
例
財
団
法
人
が
所
蔵
す
る
、
現
存
す
る

「
疱
瘡
絵
」の
う
ち
、本
稿
が
分
析
対
象
と
す
る「
疱
瘡
絵
」（（
点
の
類
型
、

番
号
、
仮
題
、
構
成
要
素
、
所
蔵
機
関
を
整
理
し
た
。
ロ
ー
タ
モ
ン
ド
が

扱
っ
た
「
疱
瘡
絵
」
1（
点
に
新
た
に
2（
点
を
加
え
て
計
（（
点
を
分
析
対
象

と
し
た
。「
疱
瘡
絵
」
と
は
、
次
の
①
、
②
、
③
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を

持
つ
も
の
と
判
断
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
①
紅
一
色
摺
り
の
版
画
、
②



國學院雜誌　第 118 巻第 7号（2017年） ― 22 ―

「
疱
瘡
」
を
表
す
文
言
が
見
ら
れ
る
、
③
「
源
為
朝
」
を
表
す
図
柄
及
び

文
言
が
見
ら
れ
る
、
で
あ
る
。
以
下
の
「
疱
瘡
絵
」
の
仮
題
の
前
に
付
す

番
号
は
、【
表
1
】
の
番
号
に
対
応
す
る
。【
表
1
】
の
う
ち
、
ロ
ー
タ
モ

ン
ド
が
扱
っ
た
資
料
は
、
1
、
10
、
1（
、
1（
、
1（
、
19
、
20
、
21
、
22
、

23
、
2（
、
2（
、
2（
、
32
、
3（
、
（0
の
計
1（
点
で
あ
る
。

　
「
疱
瘡
絵
」
は
使
用
後
に
川
に
流
し
た
り
、
焼
却
し
た
り
す
る
の
が
ふ

つ
う
で
あ
っ
た
た
め（

（1
（

、
現
存
す
る
点
数
が
極
め
て
少
な
く
、
ま
た
版
行
年

が
不
詳
の
例
も
多
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
版
行
年
に
よ
っ
て
「
疱
瘡
絵
」

の
変
遷
を
辿
る
の
で
は
な
く
、
色
彩
と
構
成
要
素
に
注
目
す
る
こ
と
に
し

た
。
図
柄
と
文
言
の
構
成
要
素
を
抽
出
し
、
構
成
要
素
の
数
が
少
な
い
単

純
な
図
柄
の
も
の
か
ら
順
に
【
表
1
】
に
整
理
し
た
。【
表
1
】
の
「
疱

瘡
絵
」
に
は
、
⑴
紅
1
色
摺
り
（
29
点
）、
⑵
図
柄
が
紅
摺
り
で
文
言
が

黒
摺
り
（
3
点
）、
⑶
2
色
〜
（
色
程
度
の
簡
素
な
多
色
摺
り
（
（
点
）、

⑷
（
色
以
上
用
い
た
複
雑
な
多
色
摺
り
（
（
点
）、
の
（
タ
イ
プ
が
存
在

す
る
。
⑴
タ
イ
プ
は
、
1
「
兒
の
や
さ
し
き
た
る
ま
」
の
よ
う
な
「
疱
瘡

絵
」
を
指
し
、
⑵
タ
イ
プ
は
30
「
豆
州
八
丈
島
鎮
守
正
一
位
八
郎
大
明
神

正
像
」
の
よ
う
な
例
、
⑶
タ
イ
プ
は
32
「
素
盛
雄
尊
・
管
相
丞
・
清
正
」

の
よ
う
な
例
、
⑷
タ
イ
プ
は
「
鎮
西
八
郎
為
朝
・
疫
鬼
」
の
よ
う
な
例
を

指
す
。

　
　
　

二
、
疱
瘡
の
流
行
と
対
処

⑴　

疱
瘡
と
裳
瘡

　

日
本
で
の
疱
瘡
の
流
行
史
な
ど
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
と
、
疱
瘡
に

関
す
る
史
料
の
初
見
は
、『
続
日
本
紀
』
天
平
七
年
（
七
三
五
）
の
「
是
歳
、

年
頗
不
稔
。
自
夏
至
冬
、
天
下
患
豌
豆
瘡
。
俗
曰
裳
瘡
。
夭
死
者
多
。」

と
い
う
記
事
で
、「
豌
豆
瘡
。
俗
曰
裳
瘡
。」
と
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
後
、

天
平
九
年
（
七
三
七
）
六
月
に
出
さ
れ
た
典
薬
寮
勘
文
に
は
「
疱
瘡
治
方

㕝
」
と
見
え
、
ま
た
本
文
の
中
に
も
「
豌
豆
病
」
や
「
豌
豆
瘡
」
と
記
さ

れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
勘
文
に
基
づ
い
て
、
同
年
六
月
二
十
六
日
に
東
海
道
以

下
六
道
に
疫
病
の
治
療
法
な
ど
を
指
示
す
る
目
的
で
出
さ
れ
た
太
宰
官
符

の
発
令
に
は
、「
赤
斑
瘡
」
と
あ
る（

（1
（

。
そ
の
後
は
、『
続
日
本
紀
』
の
延
暦

九
年
（
七
九
〇
）
に
「
是
年
秋
冬
、
京
畿
男
女
年
卅
已
下
者
、
悉
発
豌
豆

瘡
、
俗
曰
裳
瘡
、
臥
疾
者
多
。
其
甚
者
死（

（1
（

。」、『
文
徳
実
録
』
仁
寿
三
年

（
八
五
三
）
二
月
に
「
以
穀
倉
院
籾
鹽
、
給
京
師
患
皰
瘡
者（

11
（

」、『
日
本
紀
略
』

延
喜
十
五
年
（
九
一
五
）
十
月
十
一
日
条
に
「
有
御
藥
皰
瘡
事（

1（
（

」
と
あ
る
。

承
平
年
間
（
九
三
一
〜
九
三
八
）
に
源
順
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
和
名

類
聚
鈔
』
に
は
、「
皰
瘡
」
の
項
目
が
見
ら
れ
、「
唐
韻
云 

皰
防
教
反
面

瘡
也 
類
聚
國
史
云 

仁
壽
二
年
皰
瘡
流
行
人
民
疫
死
皰
瘡 

此
間
云
裳
瘡
」
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と
記
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

　

以
上
か
ら
、疱
瘡
は
、奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
は
、「
豌
豆
瘡
」「
裳

瘡
」「
疱
瘡
」「
豌
豆
病
」「
赤
斑
瘡
」「
皰
瘡
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で

呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
症
状
を
以
て
疱
瘡
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
か
、
と

い
っ
た
内
容
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
な
お
、
冨
士
川
游
『
日
本
疾

病
史（

11
（

』
は
、「
赤
斑
瘡
の
名
称
は
、
天
平
九
年
の
官
符
に
見
え
た
る
を
始

め
と
し
、
後
の
世
に
至
り
て
、「
百
錬
抄
」
等
の
諸
書
に
も
見
え
た
り
。

但
し
、
そ
の
中
に
は
痘
瘡
に
あ
ら
ず
し
て
、
た
と
え
ば
『
日
本
紀
略
』
長

徳
四
年
の
疫
瘡
を
赤
斑
瘡
と
す
る
が
ご
と
く
、
正
し
く
麻
疹
と
認
む
べ
き

も
の
あ
り
。
鎌
倉
時
代
、
梶
原
性
全
の
「
万
安
方
」
に
、（
中
略
）
赤
斑

瘡
は
傷
寒
発
斑
又
は
麻
疹
の
異
称
な
る
を
、
痘
瘡
と
す
る
は
非
な
り
と
言

う
を
見
れ
ば
、
赤
斑
瘡
の
名
称
は
正
し
く
こ
れ
を
用
う
れ
ば
、
麻
疹
に
限

る
べ
き
も
の
な
れ
ど
も
、実
際
に
あ
り
て
、こ
の
呼
称
は
こ
の
時
ま
で
間
々

痘
瘡
に
も
用
い
ら
れ
た
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

『
続
日
本
紀
』
の
補
注
は
、「
天
平
九
年
の
疫
病
が
麻
疹
で
あ
る
な
ら
ば
、

勘
文
が
疱
瘡
の
治
方
を
言
う
の
は
矛
盾
」
で
あ
る
た
め
、「
天
平
九
年
の

疫
病
も
天
然
痘
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る（

11
（

。

⑵　

疱
瘡
と
天
然
痘

　

疱
瘡
と
天
然
痘
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
本
稿
の
視
点
を
こ
こ
で
提
示
し

て
お
く
。
医
学
上
、
天
然
痘
は
『
日
本
医
学
会
医
学
用
語
辞
典（

11
（

』
に
は
、

「
痘
瘡
、
大
痘
瘡
、
天
然
痘
〔sm

allpox, variola ,variola m
ajor

〕」
と
、

「
乳
痘
、
牛
痘
、
小
痘
瘡
、
種
痘
疹
〔alastrim

, bovine sm
allpox, 

cow
pox, m

inor variola, vaccinia, variola m
inor

〕」
の
2
項
目
が

存
在
す
る
。
国
立
感
染
症
研
究
所
に
よ
る
と
、「
天
然
痘
（sm

allpox

）

＝
痘
瘡
（variola

）」
で
あ
り
、
致
死
率
が
高
い
（
20
〜
（0
％
）variola 

m
ajor 

と
、
致
死
率
が
低
い
（
1
％
以
下
）variola m

inor 

に
分
け
ら

れ
る
、
と
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
医
学
上
は
「
痘
瘡
」
と
い
う
語
は
用
い
ら
れ
て

い
る
が
「
疱
瘡
」
と
い
う
語
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
疱
瘡
は
生
活
用
語

で
あ
り
、
医
学
用
語
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
生

活
用
語
と
し
て
の
「
疱
瘡
」
と
い
う
語
を
用
い
、
こ
の
「
疱
瘡
」
を
医
学

用
語
の
「
天
然
痘
、
痘
瘡
」
と
同
一
と
は
見
な
さ
な
い
こ
と
に
し
て
お
く
。

⑶　

江
戸
時
代
の
疱
瘡

　

江
戸
時
代
の
日
本
に
お
け
る
、
疱
瘡
流
行
と
そ
の
対
処
の
歴
史
に
つ
い

て
、
歴
史
学
に
お
い
て
は
、
富
士
川
游
『
日
本
疾
病
史（

11
（

』、
酒
井
シ
ズ
『
日

本
の
医
療
史（

11
（

』、『
病
が
語
る
日
本
史（

11
（

』
な
ど
が
整
理
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

と
『
明
治
前
日
本
医
学
史（

11
（

』
に
よ
る
と
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
米
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沢
藩
内
で
８
，
３
８
９
人
が
罹
病
し
、
内
２
，
６
１
４
人
死
亡
し
た
と
の

記
録
が
残
る
。
英
国
の
ジ
ェ
ン
ナ
ー
（Edw

ard Jenner

）
が
牛
痘
種
痘

法
を
発
見
し
て
効
果
の
高
い
疱
瘡
の
科
学
的
治
療
が
可
能
に
な
っ
て
く
る

の
は
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ロ
シ

ア
に
拉
致
さ
れ
て
い
た
日
本
人
に
よ
っ
て
日
本
に
種
痘
法
が
伝
来
し
て
、

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
頃
か
ら
国
内
で
種
痘
が
開
始
さ
れ
る
。
文
政
八

年
（
一
八
二
五
）
秋
よ
り
冬
に
至
り
疱
瘡
が
流
行
し
て
お
り
、
文
政
十
年

（
一
八
二
七
）
に
は
幕
府
が
府
下
に
幼
児
の
種
痘
を
命
じ
て
い
る
。
斎
藤

月
岑
『
武
江
年
表（

1（
（

』
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
記
事
に
は
、「
種
痘

の
事
、
近
頃
よ
り
弘
り
し
事
な
れ
ど
此
頃
牛
痘
を
う
ゆ
る
事
、
京
師
よ
り

行
れ
、
蘭
学
の
医
師
専
ら
是
を
用
ふ
る
事
盛
ふ
行
は
る
」
と
あ
り
、
こ
の

年
に
長
崎
蘭
館
医
で
あ
る
モ
ー
ニ
ッ
ケ
が
、
長
崎
で
国
内
初
の
牛
痘
に
よ

る
種
痘
を
成
功
さ
せ
た
。
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
は
、
幕
府
の
命
令

で
水
戸
藩
や
古
河
藩
で
は
本
間
玄
調
や
杉
田
玄
白
の
弟
子
の
河
口
信
順
等

に
よ
っ
て
種
痘
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
四
月
に
も
疱
瘡
が
流
行
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
前
稿
「
疱
瘡
習
俗
の
諸
相（

11
（

」
で
、『
指
田
日
記（

11
（

』
を
資
料
と

し
て
そ
こ
に
み
え
る
疱
瘡
罹
病
者
と
死
亡
者
の
人
数
の
推
移
を
分
析
し
た

が
、
そ
こ
で
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

に
か
け
て
、
ほ
ぼ
毎
年
疱
瘡
に
罹
病
す
る
患
者
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
、

そ
の
う
ち
罹
病
者
と
死
亡
者
が
共
に
10
名
以
上
と
な
っ
た
年
は
、
天
保

十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
罹
病
12
名
、
死
亡
1（
名
と
、
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
）に
罹
病
10
名
、死
亡
10
名
の
二
年
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
死
亡
者
の
年
齢
は
す
べ
て
2
歳
か
ら
1（
歳
の
小
児
で
、
中
で
も
2
歳

の
小
児
の
死
亡
の
記
録
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
疱
瘡
は
乳
幼
児
の
か
か
り

や
す
い
病
で
あ
っ
た
こ
と
、
短
期
間
に
多
数
の
乳
幼
児
が
死
亡
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。

⑷　

江
戸
時
代
以
降
の
疱
瘡
の
症
状
と
治
療
法
へ
の
理
解

　

疱
瘡
に
対
し
て
、
江
戸
時
代
の
医
学
書
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
ま
ず
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
香
月
牛
山
が
著
し
た
『
小

兒
必
用
養
育
草（

11
（

』
で
は
、
疱
瘡
発
症
後
の
症
状
の
経
過
を
、
熱
蒸
、
放
標
、

起
脹
、
貫
膿
、
収
靨
の
（
段
階
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
発
症
す
る

症
状
と
、
対
処
の
方
法
を
示
し
て
い
る
。
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
橋

本
静
話
が
著
し
た
『
疱
瘡
禁
厭
秘
伝
集（

11
（

』
で
は
、
疱
瘡
罹
病
時
の
対
処
、

ま
た
疱
瘡
罹
病
前
の
予
防
の
た
め
の
呪
術
を
示
し
、
さ
ら
に
「
疱
瘡
は
胎

毒
よ
り
発
す
る
病
な
り
」
と
し
て
、「
胎
毒
を
解
す
」
た
め
の
呪
術
を
示

し
て
い
る
。
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
渡
充
が
著
し
た
『
荳
瘡
養
育（

11
（

』

で
は
「
疱
瘡
十
五
日
期
日
察
之
圖
」
を
示
し
、
疱
瘡
罹
病
か
ら
1（
日
間
の

症
状
の
経
過
段
階
を
図
で
示
し
て
い
る
。
ま
た
「
痘
ハ
も
の
に
あ
や
か
り
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や
す
き
ゆ
へ
、
紅
絹
を
屏
風
な
ど
に
か
け
て
出
も
の
を
し
て
紅
活
な
ら
し

め
ん
が
た
め
な
り
」と
し
て
、疱
瘡
に
は
赤
い
色
が
効
く
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
は
、
緒
方
春
朔
が
我
が
国
に
お
け
る
最

初
の
種
痘
書『
種
痘
必
須
辨（

11
（

』を
著
し
て
い
る
。文
化
十
二
年（
一
八
一
五
）

に
は
甲
斐
国
市
川
（
山
梨
県
甲
府
市
の
南
方
）
の
医
者
、
橋
本
伯
寿
が
『
国

字
断
毒
論（

11
（

』
を
著
し
、「
痘
瘡
を
其
年
の
氣
運
、
時
候
に
て
流
行
時
疫
と

心
得
、
又
一
生
に
一
度
に
か
ぎ
る
を
奇
妙
不
思
儀
の
病
な
り
と
醫
書
に
聖

瘡
天
花
瘡
な
ど
と
異
名
を
附
、
世
間
の
人
も
痘
神
の
病
し
む
る
な
ど
心
得

し
は
甚
あ
や
ま
り
な
り
。」
と
述
べ
て
、
痘
神
に
よ
る
病
い
な
ど
と
い
う

俗
説
を
否
定
し
た
。
ま
た
、「
毒
氣
と
正
氣
と
戰
事
甚
し
く
實
に
火
水
の

如
な
る
を
も
つ
て
暫
時
も
正
氣
と
和
合
し
て
人
の
身
中
に
と
ゞ
ま
ら
ず
、

外
に
發
す
る
か
内
に
陥
か
二
ツ
一
ツ
の
勝
敗
を
決
す
る
ゆ
ゑ
に
、
一
た
び

病
ば
天
稟
の
毒
氣
お
の
ず
か
ら
尽
て
生
涯
二
度
病
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
、

疱
瘡
を
一
度
病
む
と
二
度
病
む
こ
と
は
無
い
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

明
治
時
代
以
後
の
日
本
に
お
け
る
、
疱
瘡
流
行
と
本
格
化
さ
れ
た
種
痘

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
川
村
純
一
『
病
い
の
克
服
―
―
日
本
痘
瘡
史（

11
（

―
―
』

が
整
理
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
明
治
時
代
に
入
る
と
、
明
治
政
府

に
よ
っ
て
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
種
痘
規
則
の
改
正
、
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
に
天
然
痘
予
防
規
則
の
制
定
が
行
わ
れ
、
強
制
種
痘
の
徹

底
化
が
計
ら
れ
た
。
し
か
し
当
時
の
人
び
と
の
種
痘
へ
の
理
解
が
得
ら
れ

ず
、
積
極
的
な
接
種
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
明
治
時
代
に
は
合
わ
せ
て

（
回
の
疱
瘡
流
行
が
起
こ
る
。

　

大
正
期
、
昭
和
期
に
も
疱
瘡
の
大
流
行
は
あ
る
が
、
昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
）
に
患
者
1
名
を
出
し
て
、
こ
れ
を
最
後
に
国
内
の
患
者
数

は
0
人
に
な
る
。
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
以
降
国
内
で
の
種
痘
が

廃
止
さ
れ
、
そ
の
後
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
天
然
痘

根
絶
宣
言
を
出
し
、
疱
瘡
は
こ
の
世
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　
　
　

三
、
疱
瘡
絵
の
画
題
と
添
書
き

　

現
存
す
る
「
疱
瘡
絵
」
は
個
人
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
、
国
立
博
物
館
・

私
立
博
物
館
・
都
立
図
書
館
・
大
学
図
書
館
・
特
例
財
団
法
人
の
所
蔵
と

な
っ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る（

11
（

。
所
蔵
が
博
物
館
や
図
書
館
に
限

ら
れ
る
の
は
、「
疱
瘡
絵
」
は
使
用
後
に
焼
却
し
た
り
、
川
に
流
し
た
り

し
て
処
分
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
中
に
は
川
に

流
し
た
も
の
を
拾
っ
て
き
て
売
り
物
に
し
た
り
す
る
せ
い
で
、
絵
の
色
も

薄
く
な
り
、
ど
ん
な
構
図
か
さ
え
見
分
け
に
く
い
よ
う
な
も
の
も
多
い（

1（
（

。

し
か
し
、「
疱
瘡
絵
」
の
特
徴
は
別
名
「
赤
絵
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に

赤
い
色
で
刷
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
疱
瘡
の
症
状
の
赤
い
斑
点
か
ら
の
類
似
連
想
で
あ
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ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
【
表
1
】
に
示
し
た
「
疱
瘡
絵
」
（（
点

を
分
析
対
象
と
す
る
。
こ
の
絵
は
前
述
の
よ
う
に
（
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類

で
き
る
が
、描
か
れ
て
い
る
図
柄
と
文
言
は
①
達
磨
と
玩
具
、②
富
士
山
、

③
赤
豆
、
④
源
為
朝
、
が
主
な
も
の
で
、
以
下
で
は
図
柄
と
こ
れ
に
記
さ

れ
て
い
る
文
言
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

⑴　

達
磨
と
玩
具

　
「
疱
瘡
絵
」
に
は
、
1
「
兒
の
や
さ
し
き
た
る
ま
」
と
、
2
「
は
や
き

あ
し
達
磨
」
の
よ
う
に
、
赤
絵
に
達
磨（

11
（

が
描
か
れ
る
例
が
多
い
。
江
戸
時

代
中
期
の
医
者
で
、
貝
原
益
軒
に
儒
学
を
、
鶴
原
玄
益
に
医
学
を
学
び
、

豊
前
中
津
藩
に
仕
え
た
の
ち
、
京
都
で
開
業
し
た
香
月
牛
山
（
明
暦
二
年

生
、
元
文
五
年
没
（
一
六
五
六
〜
一
七
四
〇
））
に
よ
っ
て
、
元
禄
十
六

年
（
一
七
〇
三
）
秋
に
刊
行
さ
れ
た
『
小
兒
必
用
養
育
草
』
は
、
日
本
で

最
初
の
育
児
書
と
言
わ
れ
る
が
、
全
六
巻
の
う
ち
四
巻
と
五
巻
は
、
す
べ

て
疱
瘡
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。『
小
兒
必
用
養
育
草
』
四
巻
の
「
痘
瘡

の
病
人
、
居
所
し
つ
ら
ひ
や
う
の
説
」
に
「
屏
風
衣
桁
に
、
赤
き
衣
類
を

か
け
、
そ
の
ち
ご
に
も
、
赤
き
衣
類
を
著
せ
し
め
、
看
病
人
も
、
み
な
赤

き
衣
類
を
著
る
べ
し
、
痘
の
色
は
、
赤
き
を
好
と
す
る
故
な
る
べ
し
」
と

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
時
点
で
、
疱
瘡
罹
病

時
に
身
体
に
発
生
す
る
発
疹
の
色
に
類
似
す
る
赤
い
色
を
痘
瘡
は
好
む
と

い
う
認
識
が
存
在
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
赤
い
色
の
衣
類
を
着
れ
ば
重

篤
に
な
ら
ず
に
快
癒
す
る
と
い
う
認
識
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か

る（
11
（

。

　

文
化
十
二
年
か
ら
天
保
十
三
年
（
一
八
一
五
〜
一
八
四
二
）
の
間
の
も

の
と
推
定
さ
れ
る
2（
「
紅
梅
…
喜
目
舞
」
に
は
、
そ
の
赤
い
達
磨
が
描
か

れ
て
い
る
。
1
「
兒
の
や
さ
し
き
た
る
ま
」
の
文
言
を
読
む
と
、「
起
き

た
が
る
兒
の
や
さ
し
き
た
る
ま
か
な
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
は
「
起
き
た
が

る
」
を
「
た
る
ま
」
に
掛
け
、
静
か
に
寝
て
い
る
の
を
い
や
が
り
起
き
て

遊
び
た
が
る
子
ど
も
の
こ
と
、
そ
し
て
同
時
に
長
く
寝
込
む
こ
と
な
く
だ

る
ま
の
よ
う
に
早
く
起
き
上
が
り
病
気
が
快
復
す
る
こ
と
へ
の
祈
願
が
示

さ
れ
て
い
る
。
疱
瘡
治
癒
に
有
効
な
赤
色
、
倒
れ
て
も
起
き
上
が
る
と
い

う
特
徴
、そ
こ
か
ら
達
磨
が
疱
瘡
治
癒
祈
願
に
有
力
な
縁
起
物
と
し
て「
疱

瘡
絵
」
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
理
由
が
う
か
が
え
る
。

　

次
に
、
3
「
豆
太
鼓
あ
し
乃
達
磨
」
と
、
（
「
持
遊
ひ
も
ふ
ん
だ
る
た

る
ま
」
と
、
（
「
竹
馬
乃
友
だ
ち
…
お
き
あ
が
り
小
法
師
」
の
よ
う
に
赤

絵
と
達
磨
の
中
に
、
で
ん
で
ん
太
鼓（

11
（

、
ま
さ
る（

11
（

、
春
駒（

11
（

、
犬
張
子（

11
（

、
風
車

な
ど
の
、
子
ど
も
が
よ
く
手
に
す
る
縁
起
物
の
玩
具
が
付
加
さ
れ
て
い
る

例
も
多
い
。
犬
張
子
や
で
ん
で
ん
太
鼓
な
ど
は
、
出
産
祝
い
に
組
み
合
わ

せ
て
贈
る
玩
具
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら（

11
（

、
小
児
の
成
長
と
健
康

を
祈
願
す
る
た
め
の
玩
具
図
が
、「
疱
瘡
絵
」
に
も
流
用
さ
れ
た
と
理
解
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で
き
る
。
文
言
に
も
、
（
「
持
遊
ひ
も　

ふ
ん
だ
る
た
る
ま
一
日
も　

寝

ず
に
さ
さ
湯
は　

お
め
て
た
ひ
と
〳
〵
野　

せ
ん
豆
そ
え
て
ち
や
漬
の
さ

ら
〳
〵
と　

軽
〳
〵
し
て
と
る
こ
ふ
の
も
の
か
な
」、
（
「
も
て
あ
そ
ぶ

　

犬
や
達
磨
に
も
軽
く　

湯
の
ふ
峠
を
楽
に
越
へ
け
り
」、
10
「
張
秡
の

　

達
磨
も
犬
も
疱
瘡
の　

見
舞
に
か
る
き　

手
遊
び
に
し
て
」の
よ
う
に
、

「
も
て
あ
そ
ぶ
」
や
「
手
遊
び
」
と
い
う
言
葉
が
多
出
し
て
お
り
、
疱
瘡

に
罹
病
し
た
子
ど
も
が
、
疱
瘡
治
癒
、
疱
瘡
除
け
の
効
力
の
あ
る
玩
具
を

弄
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
力
が
出
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に
、
じ
っ
と
寝
て
い
る
の
が
嫌
で
何
か
と
動
き
た

が
る
子
ど
も
に
玩
具
を
与
え
た
り
玩
具
の
絵
を
見
せ
た
り
し
て
機
嫌
を
と

ろ
う
と
し
た
大
人
た
ち
の
気
配
り
も
う
か
が
え
る
。

⑵　

富
士
山
と
「
山
あ
げ
」

　
「
疱
瘡
絵
」
の
中
に
は
富
士
山
を
描
い
た
も
の
が
多
い
。
11
「
富
士
山
・

為
朝
・
鍾
馗
・
達
磨
①
」
や
、
1（
「
富
士
山
・
為
朝
・
達
磨
・
金
太
郎
②
」

や
、
1（
「
富
士
山
・
為
朝
・
鍾
馗
・
達
磨
・
桃
太
郎
」
は
、
縁
起
物
と
し

て
の
達
磨
に
加
え
て
、
源
為
朝
や
鍾
馗
の
よ
う
な
疫
病
除
け
の
武
将
や
神

仏
、
金
太
郎
や
桃
太
郎
等
の
力
童
、
そ
し
て
富
士
山
が
加
わ
っ
た
も
の
が

描
か
れ
て
い
る
。
文
言
を
見
て
み
る
と
、
11
「
疱
瘡
の　

身
も
冨
士
ほ
ど

に
山
を
あ
け　

正
氣
て
す
く
寿　

た
る
ま
為
と
も
」、
12
「
疱
瘡
の　

身

も
冨
士
ほ
ど
に
山
を
あ
け　

正
氣
で
す
く
寿　

た
る
ま
為
と
も
」、
1（
「
疱

瘡
の　

身
も
冨
士
ほ
ど
に
山
を
あ
げ　

正
氣
で
す
ぐ
寿　

だ
る
ま
為
と

も
」
が
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
、
そ
の
他
は
13
「
為
と
も
の　

弓
張
上
ケ
る
冨

士
よ
り
も　

正
氣
て
か
る
か
る　

お
き
る
朱
だ
る
ま
」、
1（
「
を
さ
な
子

か　

き
け
む
遊
ひ
の
手
に
か
ろ
く　

山
も
あ
け
た
る　

は
り
ぬ
き
の
不

二
」、
1（
「
疱
瘡
は　

三
國
一
の
か
ろ
か
ろ
と　

ふ
し
の
山
を
も　

上
る

力
童
」
と
、
11
〜
1（
の
い
ず
れ
も
「
冨
士
ほ
ど
に
山
を
あ
け
」、「
弓
張
上

ケ
る
冨
士
」、「
山
も
あ
け
た
る
は
り
ぬ
き
の
不
二
」、「
ふ
し
の
山
を
も
上

る
」
と
い
う
よ
う
に
、「
山
を
あ
け
る
」
と
い
う
言
葉
が
共
通
し
て
使
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
富
士
山
や
「
山
を
あ
け
る
」
と
い
う
文
言
は
、
近
世
期

の
医
学
書
や
日
記
に
出
て
く
る
疱
瘡
の
症
状
の
経
過
段
階
の
一
つ
で
あ
る

「
山
あ
げ
」
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

香
月
牛
山
は
『
小
兒
必
用
養
育
草
』
巻
四
の
「
痘
瘡
始
終
日
数
の
説
」

に
お
い
て
、
疱
瘡
発
症
後
の
症
状
の
経
過
を
次
の
（
段
階
で
記
し
て
い

る（
11
（

。

　
　

 
熱
蒸
と
て
、
三
日
あ
り
、
和
俗
ほ
と
を
り
と
い
ひ
、
又
は
序
熱
と
い

ふ
な
り
、

　
　

放
標
と
て
、
三
日
あ
り
、
和
俗
出
そ
ろ
ひ
と
い
ふ
な
り
、

　
　

起
脹
と
て
、
三
日
あ
り
、
和
俗
水
う
み
と
い
ふ
な
り
、
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貫
膿
と
て
、
三
日
あ
り
、
和
俗
山
あ
げ
と
い
ふ
な
り
、

　
　

収
靨
と
て
、
三
日
あ
り
、
和
俗
か
せ
と
い
ふ
な
り
、

　
　

 

か
く
の
ご
と
く
、
三
日
づ
ゝ
に
て
、
十
五
日
を
經
て
後
、
落
痂
と
て
、

瘡
の
ふ
た
落
て
愈
る
を
、
順
症
と
い
ひ
て
、
藥
を
服
す
る
に
も
及
ば

ず
、
又
夫
よ
り
も
輕
き
症
は
、
首
尾
十
二
日
に
て
、
か
せ
て
愈
る
も

あ
り
、
逆
な
る
症
は
、
何
か
と
、
變
ず
る
事
多
く
し
て
、
二
十
餘
箇

日
三
十
日
あ
ま
り
も
か
ゝ
り
て
愈
も
あ
り
、
或
は
死
す
る
に
至
る
あ

り

　

牛
山
は
こ
こ
で
、「
山
あ
げ
」
は
疱
瘡
発
症
か
ら
最
終
段
階
ま
で
の
1（

日
間
の
う
ち
、
10
日
目
〜
12
日
目
の
期
間
を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
て
い

る
。
そ
し
て
、
疱
瘡
が
軽
い
症
状
で
済
む
場
合
は
、「
山
あ
げ
」
の
段
階

が
済
ん
だ
12
日
目
で
膿
疱
の
表
面
が
乾
い
て
癒
え
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
『
小
兒
必
用
養
育
草
』
巻
四
「
痘
瘡
生
死
を
決
す
る
日
期
の
説
」
で
は
、

疱
瘡
罹
病
患
者
の
生
死
を
決
め
る
時
期
は
、
発
症
か
ら
（
日
目
か
9
日
目

或
は
11
日
目
か
1（
日
目
で
あ
る
と
し
、重
い
疱
瘡
に
罹
病
し
た
場
合
に
は
、

「
山
あ
げ
」
と
い
う
「
成
就
」
を
す
る
こ
と
な
く
死
ぬ
と
述
べ
ら
れ
て
い

る（
11
（

。
し
た
が
っ
て
、「
山
あ
げ
」
は
患
者
の
生
死
を
決
め
る
重
要
な
段
階

で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。以
上
の
点
か
ら
、「
山
あ
げ
」

を
過
ぎ
て
順
調
に
快
方
に
向
か
う
こ
と
、
即
ち
軽
い
疱
瘡
で
済
む
こ
と
が

望
ま
れ
、「
山
あ
げ
」
の
期
間
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
、
疱
瘡
患
者
に
と
っ

て
回
復
に
向
か
う
非
常
に
め
で
た
い
こ
と
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
う
い
っ
た
「
山
あ
げ
」
を
無
事
に
済
ま
せ
、
快
方
に
向
か
う
こ
と

を
予
祝
す
る
心
意
が
、
図
柄
と
し
て
は
富
士
山
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、
文

言
と
し
て
は
、
11
、
12
、
1（
の
「
正
氣
て
す
く
寿
」
や
、
13
「
か
る
か
る

お
き
る
朱
だ
る
ま
」、
1（
「
か
ろ
く
山
も
あ
け
た
る
は
り
ぬ
き
の
不
二
」、

1（
「
か
ろ
か
ろ
と
ふ
し
の
山
を
も
上
る
」
な
ど
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
富
士
山
は
「
山
あ
げ
」
へ
の
祈
願
の
意
味
を
も

つ
類
似
連
想
に
よ
る
図
柄
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑶　

疱
瘡
絵
の
文
言
と
赤
豆

　
「
疱
瘡
絵
」
の
文
言
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
に
、「
か
る

か
る
」、「
さ
ら
さ
ら
」
な
ど
の
言
葉
を
用
い
て
、
疱
瘡
が
軽
く
済
む
こ
と

を
そ
の
副
詞
的
な
言
葉
で
願
う
タ
イ
プ
と
、
第
二
に
、「
豆
太
鼓
」
や
「
大

角
豆
」、「
あ
づ
き
」
な
ど
の
赤
い
豆
と
い
う
文
字
と
言
葉
で
、
治
癒
を
願

う
タ
イ
プ
と
が
あ
る
。

　

第
一
の
、
い
わ
ば
「
か
る
か
る
・
さ
ら
さ
ら
」
タ
イ
プ
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
　

2 
「
ほ
う
さ
う
の　

な
ミ
の
お
と
よ
き　

ミ
ず
か
み
を　

か
ろ
く
も
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は
や
き　

あ
し
達
磨
か
な
」

　
　

（ 

「
持
遊
ひ
も　

ふ
ん
だ
る
た
る
ま
一
日
も
寝
ず
に
さ
さ
湯
は
お
め

て
た
ひ　

と
と
野
せ
ん
豆
そ
え
て
ち
や
漬
の
さ
ら
さ
ら
と　

軽
々

し
て
と
る　

こ
ふ
の
も
の
か
な
」

　
　

（
「
二
ツ
三
ツ　

か
る
か
る
あ
が
れ
よ　

は
る
の
こ
ま
」、

　
　

（ 

「
か
る
す
ぎ
て　

寝
た
事
の
な
い
だ
る
ま
よ
り　

じ
つ
と
し
て
居

ぬ　

こ
の
風
車
」、

　
　

13 

「
為
と
も
の　

弓
張
上
ケ
る
冨
士
よ
り
も　

正
氣
て
か
る
か
る　

お
き
る
朱
だ
る
ま
」

　

第
二
の
、
い
わ
ば
「
赤
豆
」
タ
イ
プ
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

1（
「
は
ら
は
ら
と　

か
ほ
に
三
つ
四
つ　

豆
太
鼓
」

　
　

21 

「
早
咲
の　

梅
の
つ
ぼ
ミ
も
二
ツ
三
ツ　

雪
に
色
よ
き
犬
の
あ
し

跡
」（
こ
れ
は
豆
な
ら
ぬ
犬
の
足
跡
だ
が
）

　
　

2（ 

「
紅
梅
□
の
る
さ
ま
の
赤
□
軽
々
と　

一
荷
十
六
大
角
豆
哉　

名

月
や
と
り
わ
け
掻
ゆ
き
草
の
露　

引
つ
さ
け
る
千
両
軽
し　

え
び

す
講
喜
目
舞
」

　
　

33 

「
ほ
う
そ
う
は　

か
ろ
く
し
あ
げ
て
豆
太
鼓　

寝
ね
け
る
？
あ
づ

き　

う
さ
ぎ
み
み
づ
く
」

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、『
小
兒
必
用
養
育
草
』
巻
四
「
痘
瘡
の
形
色

の
善
惡
の
説
」
に
は
、「
痘
の
形
は
、
尖
圓
に
し
て
、
大
き
に
起
脹
の
時

に
い
た
つ
て
、大
豆
を
見
る
や
う
に
し
て
、手
に
て
そ
の
上
を
な
づ
る
に
、

さ
ら
さ
ら
と
し
て
、
膿
を
い
つ
ぱ
い
に
持
た
る
を
、
最
上
吉
の
痘
と
い
ふ
」

と
あ
る（

1（
（

。
つ
ま
り
、
さ
ら
さ
ら
と
し
た
大
豆
の
よ
う
に
膿
を
多
く
含
ん
だ

丸
い
痘（
膿
疱
）の
形
が
症
状
と
し
て
は
も
っ
と
も
良
い
と
さ
れ
て
お
り
、

痘
（
膿
疱
）
の
色
に
関
し
て
は
前
述
し
た
通
り
、
赤
い
色
が
良
い
色
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
症
状
と
し
て
は

良
い
状
態
に
あ
る
疱
瘡
の
痘
の
様
相
を
示
す
こ
と
で
、
そ
れ
に
類
似
し
て

症
状
が
軽
く
済
む
こ
と
を
願
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
2（
「
□
□
疱
瘡
も　

あ
と
な
く
さ
め
て
見
し
夢
の　

俤

う
つ
る
鍾
馗
大
臣
」
の
よ
う
に
、「
あ
と
な
く
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、

痘
痕
が
残
ら
ず
綺
麗
に
疱
瘡
が
治
癒
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
こ
れ
ら
は
疱
瘡
に
よ
る
最
悪
の
場
合
の
死
へ
の
恐
怖
な
ど
の
緊
迫
感

の
ゆ
る
い
例
で
あ
る
。
ま
た
、
31
は
、

　
　

 
疱
瘡
養
生
艸　

年
々
天
一
天
上
の
日
の　

水
に
て
ゆ
あ
み
せ
バ　

疱

瘡
を
の
が
る
る
な
り　

初
日
よ
り
二
日
置
に
奇
應
丸
一
粒
づ
つ
の
ま

す
べ
し　

む
し
お
さ
へ
の
専
一
あ
り　

又
の
ん
ど
つ
ま
り
し
時
は　
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南
天
の
実
を
猪
口
に
一
盃
ほ
ど
せ
ん
じ
用
う
べ
し　

す
み
や
か
に
と

ふ
る
な
り　

山
の
あ
が
ら
ぬ
時
は
か
ら
し
を
せ
ん
じ　

と
と
湯
を
つ

か
は
す
べ
し　

山
あ
が
る
こ
と
少
な
り　

家
内
へ
い
れ
ぬ
も
の　

其

子
の
母
親
髪
結
こ
と
を
い
む
べ
し　

第
一
房
事
貝
藻
ハ
七
十
五
日
い

む
な
り　

紫
染
不
浄
物　

本
う
ミ
ま
で
は
せ
い
の
つ
よ
き
も
の
を
し

よ
く
す
べ
し　

本
う
み
の
ち
ハ　

あ
ふ
ら
も
の
る
い　

そ
う
じ
て
わ

ろ
し

　

と
、
疱
瘡
罹
病
を
予
防
す
る
方
法
や
、
罹
病
し
た
際
に
飲
む
べ
き
薬
、

ど
の
症
状
が
出
た
時
に
ど
の
よ
う
な
対
処
を
行
う
べ
き
か
、
忌
む
べ
き
行

為
や
食
物
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
対
処
法
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
「
疱
瘡
絵
」
の
構
成
要
素
か
ら
み
れ
ば
、
前
述
し
た
「
山

あ
げ
」タ
イ
プ
も
含
め
て
、近
世
期
の
医
学
書
や
育
児
書
か
ら
の
影
響
と
、

そ
れ
に
よ
る
疱
瘡
の
症
状
に
対
す
る
人
び
と
の
経
験
に
よ
る
一
定
の
共
通

の
知
識
や
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。こ
れ
ら
の
知
識
は
、「
疱
瘡
絵
」

だ
け
で
な
く
、
疱
瘡
踊
り
の
歌
詞
に
も
見
ら
れ
る（

11
（

。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、

死
へ
の
恐
怖
感
や
緊
迫
感
よ
り
も
、
疱
瘡
へ
の
生
活
感
覚
的
な
慣
れ
と
、

症
状
の
変
化
に
寄
り
添
い
な
が
ら
類
似
連
想
的
な
力
を
信
じ
て
自
然
な
治

癒
へ
向
け
て
祈
願
す
る
、
と
い
う
疱
瘡
対
処
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

⑷　

為
朝
と
疱
瘡

　
「
疱
瘡
絵
」
の
構
成
要
素
と
し
て
目
立
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
も
う

一
つ
注
目
さ
れ
る
の
が
源
為
朝
で
あ
る
。
な
ぜ
「
疱
瘡
絵
」
に
源
為
朝
の

伝
説
が
描
か
れ
る
の
か
を
考
え
て
み
る
。

　

図
柄
に
源
為
朝
が
見
ら
れ
る
の
が
、
11
、
12
、
13
、
1（
、
1（
、
1（
、

29
、
30
、
31
、
3（
、
3（
、
39
、
（0
、
（1
、
（2
、
（3
の
1（
点
で
あ
る
。
そ
の

図
柄
と
文
言
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
分
類
し
て
み
る
と
、
3
つ
の
タ
イ
プ

が
存
在
す
る
。
ま
ず
、
ａ
タ
イ
プ
は
、
紅
一
色
摺
で
、
源
為
朝
が
鍾
馗
、

達
磨
、
富
士
山
な
ど
の
他
の
要
素
と
混
合
し
て
描
か
れ
、
疱
瘡
の
症
状
の

一
つ
で
あ
る
山
あ
げ
を
も
意
味
し
て
い
る
も
の
で
、
11
〜
1（
、
31
が
そ
れ

に
該
当
す
る
。
次
の
、
ｂ
タ
イ
プ
は
、
源
為
朝
と
疫
鬼
が
セ
ッ
ト
で
描
か

れ
て
い
る
も
の
で
、
29
、
3（
、
3（
、
39
、
（1
、
（2
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

次
の
、
ｃ
タ
イ
プ
は
、
源
為
朝
の
図
柄
と
伝
説
が
セ
ッ
ト
で
描
か
れ
て
い

る
も
の
で
、
30
、
（0
、
（3
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

　

そ
こ
で
こ
の
う
ち
の
ｃ
タ
イ
プ
の
源
為
朝
伝
説
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

る
。
30
の
文
言
に
は
、

　
　

 

豆
州
八
丈
島
鎮
守　

正
一
位
八
郎
大
明
神　

正
像　

抑
鎮
西
八
郎
為

朝
臣
は
清
和
源
氏
乃
嫡
流
六
條
廷
尉
為
義
公
の
八
男
也　
（
中
略
）　

御
年
中
為
朝
八
丈
島
の
濱
辺
に
出
て
絶
景
を
望
た
ま
ふ
に
一
人
の
老
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翁
筵
に
乗
て
波
に
漂
ひ
兎
角
し
て
此
渚
に
就
く
為
朝
熟
翁
の
奇
異
な

る
を
不
審
り
汝
何
に
し
て
か
浪
に
浮
か
ミ
て
此
に
来
る　

そ
も
何
も

の
な
ら
ん
や
と
問
ふ
老
翁
答
へ
て
我
ハ
痘
瘡
神
の
性
な
り
と
い
ふ　

為
朝
之
を
聞
い
て
い
た
く
声
を
い
ら
ち
吾
こ
の
島
に
在
て
万
民
を
撫

育
し　

國
中
安
全
を
祈
の
外
他
な
し
故
に
山
野
に
賊
な
く
疫
神
の
愁

な
し
況
や　

狐
狸
の
人
を
惑
す
に
於
て
を
や
我
人
の
愁
あ
る
を
知
り

て
不
止
ハ
弓
矢
神
の
穢
也　

汝
は
や
く
此
地
を
去
べ
し
若
我
云
う
所

に
そ
む
き
島
人
を
悩
さ
バ
敢
て
赦
さ
じ
と　

老
翁
勇
気
に
怖
れ
て
低

頭
な
し
手
を
拜
き
末
世
の
後
ま
で
再
び
不
可
来
と
誓
ひ
又
筵
に
乗
て

蒼
海
を
走
り
退
し
と
云
云　

今
に
到
る
ま
で
八
丈
の
島
人
此
患
を
知

ら
ず

　

と
あ
り
、
（0
の
文
言
に
は
、

　
　

 

八
丈
島
の
鎮
守　

正
一
位
為
朝
大
明
神
来
由　

鎮
西
八
郎
為
朝
公
六

條
判
官
為
義
公
の
八
男
に
し
て
武
勇
絶
倫
怪
力
無
双
強
弓
名
誉
の
勇

将
也　
（
中
略
）　

或
日
濱
邊
に
壹
人
の
翁
漂
着
し
島
人
に
向
て
申
さ

く　

我
ハ
も
か
さ
を
護
る
神
也
汝
抔
早
く
赤
の
飯
神
酒
抔
の
供
物
を

捧
げ
宜
し
く
我
を
信
ぜ
よ
と
言　

島
人
聞
き
て
驚
騒
く
を
為
朝
早
く

も
聞
召
此
所
に
出
来
玉
ひ
疱
瘡
神
を
吃
り
こ
ら
し　

汝
ハ
世
人
を
苦

し
ま
し
む
る
邪
神
に
て
有
け
る
が
我
か
く
て
在
り
か
ら
ハ
此
島
あ
ら

ん
限
り
此
地
の
土
を
不
可
踏　

亦
我
性
名
を
印
し
た
る
家
へ
も
入
る

こ
と
を
な
か
れ　

こ
の
二
ヶ
条
を
守
ら
ず
バ
目
に
物
見
せ
ん
と
怒
り

玉
へ
バ　

疱
瘡
神
ハ
恐
れ
お
の
の
き
免
し
玉
へ
仰
せ
の
赴
決
し
て
背

き
申
す
ま
じ
と
て
一
通
の
証
書
に
手
判
を
押
て
参
ら
せ
け
る
と
ぞ　

斯
て
後
今
の
世
に
至
ま
で
彼
島
に
此
病
患
な
く
又
こ
の
神
に
疱
瘡
の

願
を
か
け
れ
バ
皆
軽
々
と
平
癒
な
す
と
ぞ
い
と
も
賢
こ
き
神
徳
也

　

と
あ
る
。
文
献
上
の
為
朝
の
初
出
は
『
保
元
物
語
』
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
は
直
接
疱
瘡
と
為
朝
と
を
関
連
付
け
る
記
述
は
な
い
も
の
の
、「
い
か

な
る
悪
魔
、
行
疫
神
も
、
面
を
む
く
べ
き
や
う
は
な
し
」
と
、
為
朝
と
悪

魔
や
行
疫
神
と
の
関
係
は
出
て
い
る（

11
（

。

　

次
に
為
朝
の
八
丈
島
に
お
け
る
疱
瘡
神
調
伏
伝
説
発
生
の
背
景
を
検
討

す
る
た
め
、
各
地
の
為
朝
伝
説
を
収
集
し
て
み
た（

11
（

。
22
事
例
が
確
認
で
き

た
が
、
為
朝
と
疱
瘡
と
の
関
連
が
見
ら
れ
る
伝
説
は
、
東
京
都
八
丈
島
に

伝
わ
る
1
事
例
の
み
で
あ
る
。
そ
の
伝
承
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ

る（
11
（

。

　
　

 

お
お
む
か
し
の
話
で
お
じ
ゃ
る
。
為
朝
が
女
護
が
島
か
ら
大
島
に
帰

る
と
き
、
海
上
で
不
思
議
な
も
の
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
一
尺
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四
、五
寸
く
ら
い
の
小
さ
い
、
や
せ
こ
け
た
老
人
が
、
赤
い
旗
を
立

て
た
タ
ラ
イ
に
乗
っ
て
浮
か
ん
で
い
る
の
で
す
。
為
朝
が
そ
の
あ
や

し
げ
な
老
人
に
む
か
っ
て
、「
わ
れ
は
為
朝
で
あ
る
が
、
な
ん
じ
は

水
の
怪
か
、
地
の
怪
か
、
す
み
や
か
に
返
答
せ
よ
！
」
と
い
い
な
が

ら
、
左
手
に
強
弓
を
に
ぎ
り
し
め
て
、
ハ
ッ
タ
と
ば
か
り
に
ら
み
つ

け
ま
し
た
。
返
答
に
よ
っ
て
は
射
こ
ろ
す
考
え
で
し
た
。
為
朝
の
威

厳
に
恐
れ
を
な
し
た
の
か
、
不
思
議
な
老
人
は
、
タ
ラ
イ
の
上
に
平

伏
す
る
と
、「
わ
れ
は
、水
の
怪
で
も
、地
の
怪
で
も
お
じ
ゃ
ら
な
い
、

痘
瘡
の
神
で
お
じ
ゃ
る
。
こ
の
ご
ろ
ク
ニ
（
内
地
）
で
痘
瘡
を
イ
ッ

パ
イ
は
や
ら
せ
申
し
た
が
、
も
う
つ
ま
ら
な
く
な
り
申
し
た
の
で
、

新
し
い
天
地
を
も
と
め
て
海
上
に
た
だ
よ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
お

じ
ゃ
る
。
う
わ
さ
に
よ
る
と
、
こ
れ
か
ら
南
に
女
護
が
島
と
か
申
す

と
こ
ろ
が
お
じ
ゃ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
そ
こ
に
で
も
行
き
、
痘
瘡

を
は
や
ら
せ
よ
う
と
、
今
思
案
し
た
と
こ
ろ
で
お
じ
ゃ
る
。」
と
答

え
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
い
い
た
為
朝
は
、
顔
を
真
赤
に
し
て
、「
こ

の
ヤ
ク
ビ
ョ
ウ
神
め
、
女
護
が
島
に
は
わ
し
の
大
事
な
二
人
の
子
供

が
住
ん
で
い
る
。
も
し
な
ん
じ
が
行
っ
て
痘
瘡
を
は
や
ら
せ
た
ら
、

子
供
た
ち
の
命
が
あ
ぶ
な
い
。
こ
れ
か
ら
先
き
に
一
歩
で
も
進
む
な

ら
、
わ
し
の
弓
矢
で
な
ん
じ
を
タ
ラ
イ
ご
と
海
底
に
射
沈
め
て
や
る

ぞ
…
」
と
ど
な
り
つ
け
ま
し
た
。
痘
瘡
の
神
は
、
為
朝
の
勢
い
に
ち

ぢ
み
あ
が
り
、「
と
ん
で
も
な
い
、
命
あ
っ
て
の
も
の
だ
ね
で
お
じ
ゃ

る
。
お
身
の
弓
矢
に
か
か
れ
ば
、
わ
れ
ら
の
ご
と
き
ヤ
ク
ザ
（
弱
虫
）

は
、
ひ
と
た
ま
り
も
お
じ
ゃ
ら
ぬ
。
こ
れ
か
ら
は
、
わ
れ
ら
の
仲
間

に
も
フ
レ
（
布
令
）
を
出
し
て
、
女
護
が
島
へ
は
絶
対
に
近
よ
ら
な

い
よ
う
に
し
申
す
か
ら
、
命
だ
け
は
助
け
て
た
も
う
れ
」
と
頭
を
さ

げ
ま
し
た
。
為
朝
は
そ
れ
を
き
い
て
、
顔
色
を
や
わ
ら
げ
、「
そ
う

な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
じ
ゃ
。
な
ん
じ
が
心
を
あ
ら
た
め
た
な
ら
、

命
だ
け
は
助
け
て
つ
か
わ
す
。
そ
の
小
さ
な
タ
ラ
イ
に
乗
っ
て
、
ク

ニ
ま
で
引
き
か
え
す
の
も
大
変
で
あ
ろ
う
か
ら
、
わ
し
の
船
で
ク
ニ

ま
で
お
く
り
と
ど
け
て
つ
か
わ
そ
う
」
と
い
っ
て
、
痘
瘡
の
神
を
自

分
の
船
へ
乗
り
う
つ
ら
せ
、
大
島
に
つ
れ
て
か
え
っ
て
か
ら
、
さ
ら

に
伊
豆
の
国
地
へ
お
く
り
と
ど
け
て
や
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
女

護
が
島
で
は
、痘
瘡
の
病
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
話
で
お
じ
ゃ
る
。

　

こ
の
伝
説
は
、
前
掲
の
「
疱
瘡
絵
」
の
30
と
（0
の
文
章
の
内
容
と
一
致

す
る
。
こ
の
伝
説
を
収
集
し
た
浅
沼
良
次
に
よ
れ
ば
、
こ
の
原
話
は
滝
沢

馬
琴
の
『
椿
説
弓
張
月（

11
（

』
で
あ
る
と
い
い
、
そ
の
『
椿
説
弓
張
月
』
の
記

事
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

 
後
編
第
十
九
回　

為た
め

朝と
も

の
武ぶ

威い

痘も
が
さ
の
か
み鬼

を
退し
り
ぞ

く
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浩か
か
る
と
こ
ろ處

に
澳お
き

の
か
た
よ
り
。
米よ
ね
だ
は
ら俵

の
蓋ふ
た

に
。
赤
き
幣ぬ
さ

を
建た
て

て
。

身み
の
た
け丈

僅
に
一
尺
四
五
寸
も
あ
る
ら
ん
と
お
ぼ
し
く
。
い
と
か
ら
び
た

る
翁お
き
な。
そ
の
上
に
乗
り
て
。
浪
の
ま
に
ま
に
流
れ
よ
る
に
ぞ
。
太

郎
丸
二
郎
丸
は
。
も
ろ
共
に
魘
お
そ
は
れ

て
。
聲
高
や
か
に
む
つ
か
り
給
へ

ば
。
為
朝
か
の
翁
を
佶き

と
に
ら
ま
へ
て
。
汝
は
是
れ
。
水
の
怪
歟
地

の
怪
歟
。
と
く
退ま
か
で出

よ
と
叱し
か

り
給
へ
ば
。
翁
大
い
に
怕
れ
て
。
俵
の

上
に
拜
伏
し
。
僕
や
つ
が
れ

は
魑ち
み
も
う
り
や
う

魅
魍
魎
の
属た
ぐ
ひ

に
あ
ら
ず
。
そ
な
は
ち
世
に

い
ふ
痘も
が
さ
の
か
み鬼

是
な
り
。
近ち
か
ご
ろ
け
い
せ
つ

會
京
攝
の
間
に
あ
つ
て
。
も
つ
は
ら
痘
瘡

を
流は
や
ら行

し
た
る
が
。浪な
に
は速

の
浦
に
送
り
遣
ら
れ
て
。大
洋
に
漂
流
し
。

事
の
叙つ
い
で。
こ
の
島
は
む
か
し
よ
り
。
痘
瘡
を
志
ら
ず
と
聞
き
。
且し
ば
ら

く
足
を
休
ん
と
お
も
ひ
つ
る
に
。
は
か
ら
ず
も
君
が
武
徳
灼い
や
ち
こ然

な
れ

ば
。
は
し
な
く
陸く
が

に
上
る
事
か
な
は
ず
。
免
さ
せ
給
へ
。
向こ
の

後の
ち

わ
が

黨
と
も
が
ら

に
も
令ふ
れ

志
ら
し
て
。
こ
ゝ
へ
は
立
ち
も
よ
ら
じ
と
賠わ
ぶ

れ
ば
。
為

朝
や
ゝ
顔
色
を
和
げ
。
さ
こ
そ
あ
ら
め
。
此
島
に
は
わ
が
子
ど
も
ら

も
あ
り
。
加し
か
の
み
な
ら
ぬ
い
に
し
ゑ

旃
往
古
よ
り
痘
瘡
を
志
ら
ぬ
島
人
の
。
俄に
は
か

頃
に
こ

れ
を
病
と
き
は
。非
命
の
死
を
な
す
も
の
多
か
る
べ
し
。汝
等
ふ
た
ゝ

び
こ
の
島
へ
来
る
こ
と
な
か
れ
。
さ
ら
ば
送
り
て
得
さ
せ
ん
と
て
。

軈や
が

て
船
に
引
き
の
ぼ
し
。
遂
に
大
島
へ
射
て
歸
り
。
彼か
し
こ處

よ
り
又
伊

豆
の
國
府
へ
送
り
給
ひ
し
と
ぞ
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
八
丈
に
は
、
今
も
て

痘
瘡
な
し
と
い
へ
り
。
是こ
れ

併
し
か
し
な
が
ら

為
朝
の
武
威
掲い
ち
じ
る
き焉
ゆ
ゑ
な
る
べ

し

　

こ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
疱
瘡
神
は
、「
米よ

ね
だ
は
ら俵
の
蓋ふ
た

に
。
赤
き
幣ぬ
さ

を
建た
て

て
」

た
翁
の
姿
で
、「
近ち
か
ご
ろ
け
い
せ
つ

會
京
攝
の
間
に
あ
つ
て
。
も
つ
は
ら
痘
瘡
を
流は
や
ら行

し

た
る
が
。
浪な
に
は速
の
浦
に
送
り
遣
ら
れ
て
。
大
洋
に
漂
流
し
」
て
、
八
丈
島

に
流
れ
着
い
た
と
い
う
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
各
地
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
疱

瘡
へ
の
罹
病
時
に
桟
俵
に
赤
幣
束
を
刺
し
て
、
赤
飯
を
載
せ
て
送
り
出
す

疱
瘡
送
り
の
習
俗
を
ふ
ま
え
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。「
疱
瘡

絵
」
に
も
桟
俵
に
乗
っ
て
漂
流
す
る
疱
瘡
神
の
姿
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る

例
と
し
て
、
3（
、
3（
、
39
、
（1
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
文

化
四
年
か
ら
五
年
（
一
八
〇
七
〜
一
八
〇
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
滝
沢
馬
琴

の
『
椿
説
弓
張
月
』
こ
そ
が
、
為
朝
に
よ
る
疱
瘡
神
調
伏
伝
説
の
初
出
で

あ
り
、
も
と
も
と
の
そ
の
情
報
発
信
源
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え

る
。『
椿
説
弓
張
月
』
の
流
通
と
と
も
に
、
為
朝
の
疱
瘡
神
調
伏
の
民
俗

信
仰
が
流
通
し
て
い
き
、
格
好
の
「
疱
瘡
絵
」
の
画
材
と
な
っ
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

論
点

　

本
稿
の
論
点
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
以
下
の
9
点
で
あ
る
。
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（
１
）「
疱
瘡
絵
」
に
は
、
⑴
紅
1
色
摺
り
、
⑵
図
柄
が
紅
摺
り
で
文
言
が

黒
摺
り
、
⑶
2
色
〜
（
色
程
度
の
簡
素
な
多
色
摺
り
、
⑷
（
色
以
上
用
い

た
複
雑
な
多
色
摺
り
、
の
（
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
。

（
２
）「
疱
瘡
絵
」
に
描
か
れ
て
い
る
疱
瘡
の
症
状
と
治
療
法
へ
の
人
び
と

の
理
解
に
は
、江
戸
時
代
の
医
学
書
に
お
け
る
知
識
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、

症
状
の
展
開
と
快
復
ま
で
の
道
筋
を
示
す
こ
と
で
人
び
と
を
安
心
さ
せ
る

効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
疱
瘡
治
病
に
赤
色
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
元
禄
十
六
年

（
一
七
〇
三
）刊
行
の『
小
兒
必
用
養
育
草
』の
時
点
で
す
で
に
み
ら
れ
た
。

（
４
）「
疱
瘡
絵
」
に
多
く
赤
絵
を
用
い
た
り
、
赤
い
色
の
衣
類
を
着
る
な

ど
す
る
背
景
に
は
、
疱
瘡
の
赤
い
発
疹
に
通
じ
る
類
似
連
想
的
な
考
え
方

が
認
め
ら
れ
る
。

（
５
）「
疱
瘡
絵
」
の
図
柄
に
だ
る
ま
が
多
く
描
か
れ
た
背
景
に
は
、
だ
る

ま
の
「
起
き
上
が
り
」
の
発
想
と
、
静
か
に
寝
て
い
る
の
を
嫌
が
り
、
起

き
て
遊
び
た
が
る
子
ど
も
を
な
だ
め
、
長
く
寝
込
む
こ
と
な
く
だ
る
ま
の

よ
う
に
早
く
起
き
上
が
り
病
気
が
快
復
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
祈
願
の
意

味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）
赤
絵
の
だ
る
ま
の
中
に
、
正
月
の
縁
起
物
の
玩
具
類
が
付
加
さ
れ

て
い
る
の
は
、
療
養
中
の
子
ど
も
を
な
だ
め
る
工
夫
が
あ
っ
た
。

（
７
）
赤
絵
の
だ
る
ま
の
中
に
、「
富
士
山
」
の
図
柄
が
描
か
れ
て
い
る
の

は
、
疱
瘡
の
症
状
に
あ
わ
せ
て
1（
日
間
く
ら
い
の
展
開
過
程
に
お
け
る
、

3
日
「
ほ
と
を
り
」・
3
日
「
出
そ
ろ
ひ
」・
3
日
「
水
う
み
」・
3
日
「
山

あ
げ
」・
3
日
「
か
せ
」
の
う
ち
、
無
事
に
「
山
あ
げ
」
に
至
れ
ば
も
う

安
心
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
富
士
山
は
そ
の
「
山
あ
げ
」

へ
の
祈
願
の
意
味
を
も
つ
図
柄
で
あ
っ
た
。

（
８
）「
疱
瘡
絵
」
の
中
の
源
為
朝
と
い
う
要
素
は
、
文
化
四
年
か
ら
五
年

（
一
八
〇
七
〜
一
八
〇
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
滝
沢
馬
琴
の
『
椿
説
弓
張
月
』

の
記
事
が
そ
の
発
信
源
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
９
）「
疱
瘡
絵
」
の
構
成
要
素
に
注
目
し
た
本
稿
の
分
析
か
ら
は
、
死
へ

の
恐
怖
感
や
緊
迫
感
よ
り
も
、
疱
瘡
へ
の
生
活
感
覚
的
な
慣
れ
と
、
症
状

の
変
化
に
寄
り
添
い
な
が
ら
類
似
連
想
的
な
力
を
信
じ
て
自
然
な
治
癒
へ

向
け
て
祈
願
す
る
、と
い
う
人
び
と
の
疱
瘡
対
処
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
疱
瘡
を
め
ぐ
る
人
び
と
の
対
処
を
扱
っ
た
が
、
現

代
に
お
い
て
も
子
ど
も
の
か
か
る
病
気
に
は
、
麻
疹
、
み
ず
ぼ
う
そ
う
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
お
た
ふ
く
風
邪
、
川
崎
病
な
ど
が
見
ら
れ
、
子
ど
も

の
成
育
と
病
気
と
い
う
課
題
は
、
今
後
も
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。
疱
瘡

は
近
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
治
療
体
制
の
整
備
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
た

病
気
と
言
え
る
が
、
疱
瘡
を
め
ぐ
る
民
俗
伝
承
は
、
そ
の
過
程
で
様
々
な

形
で
残
存
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
か
ら
も
、
本
稿
は
世
代
的
な
研
究
責
任

と
し
て
検
討
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
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注（
1
） 

藤
岡
摩
里
子
『
浮
世
絵
の
な
か
の
江
戸
玩
具
―
―
消
え
た
み
み
ず
く
、
だ
る
ま
が

笑
う
』
二
〇
〇
八
、
社
会
評
論
社
、
荻
野
夏
木
「
伝
承
と
絵
画
に
見
る
疫
病
神
―

近
世
以
降
に
お
け
る
疱
瘡
と
麻
疹
の
表
象
―
」
説
話
・
伝
承
学
会
『
説
話
・
伝
承

学
』
第
19
号
、
二
〇
一
一

（
2
） 

ハ
ー
ト
ム
ッ
ト
・
Ｏ
・
ロ
ー
テ
ル
ム
ン
ド
『
疱
瘡
神
―
江
戸
時
代
の
病
い
を
め
ぐ

る
民
間
信
仰
の
研
究
―
』
一
九
九
五
、
岩
波
書
店
（H

artm
ut O

. Roterm
und 

“H
ôsôgam

i ou la petite vérole aisém
ent”

、1991

）

（
3
） 

川
部
裕
幸
「「
疱
瘡
絵
」
の
文
献
的
研
究
」
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
『
日

本
研
究　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
21
集
、
二
〇
〇
〇
、
角
川
書

店

（
（
） 

香
月
牛
山
『
小
兒
必
用
養
育
草
』
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）（
黑
川
眞
道
・
小
瀧

淳
校
、
同
文
館
編
纂
局
編
纂
、
香
月
牛
山
著
『
日
本
教
育
文
庫　

衛
生
及
遊
戯
篇 

小
兒
必
用
養
育
草
』
一
九
一
一
、
同
文
館
）

（
（
） 

山
東
京
伝
『
腹
筋
逢
夢
石
』
文
化
七
（
一
八
一
〇
）（
山
東
京
伝
著
、
林
美
一
校

訂
『
江
戸
戯
作
文
庫　

腹
筋
逢
夢
石
』
一
九
八
四
、
河
出
書
房
新
社
）

（
（
） 

福
井
県
大
野
市
旧
家
「
疱
瘡
見
舞
諸
事
留
帳
」
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
〜
天
保

十
五
（
一
八
四
四
）（
南
川
伝
憲
「
疱
瘡
の
伝
来
と
越
前
大
野
藩
」『
え
ち
ぜ
ん
わ

か
さ
福
井
の
民
俗
文
化
』
一
九
一
一
、
福
井
民
俗
の
会
）

（
（
） 

文
政
九
年
か
ら
嘉
永
二
年
（
一
八
二
六
〜
一
八
四
九
）
に
か
け
て
、
滝
沢
馬
琴
が

著
し
た
『
馬
琴
日
記
』
に
は
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
馬
琴
と
同
居
し
つ
つ

あ
っ
た
嫡
男
宗
伯
の
幼
児
で
あ
る
お
次
と
太
郎
が
、
疱
瘡
に
罹
病
し
、
ふ
た
り
の

罹
病
に
際
し
て
、
患
者
周
辺
の
人
物
が
、
様
々
な
対
処
を
す
る
様
子
が
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
二
月
九
日
の
記
事
に
「
お
次
方
江
張
子
だ

る
磨
壱
并
に
昨
日
申
付
候
あ
か
ね
も
め
ん
、
ひ
と
つ
身
ひ
と
へ
物
・
同
づ
き
ん
出

来
。
此
品
、
清
右
衛
門
方
よ
り
差
遣
し
申
置
よ
し
に
て
、
昨
日
わ
た
し
置
候
金
壱

朱
返
納
。
則
、
任
其
意
、
請
取
お
く
。
昼
前
痘
神
棚
、
飾
之
。
丁
の
方
空
、
利
方

に
付
献
供
等
、
備
之
。（
中
略
）
お
次
疱
瘡
の
守
札
并
に
護
符
等
、
申
請
、
暮
六

時
前
帰
宅
。
帰
路
、
為
朝
の
紅
絵
か
ひ
取
持
参
。
白
山
神
主
さ
し
づ
に
任
せ
、
右

守
札
、
痘
神
棚
に
貼
じ
、
供
物
等
神
主
さ
し
づ
の
如
く
、
奉
祭
之
。
八
丈
島
為
朝

神
影
、
旧
来
所
持
の
分
も
二
幅
同
断
。」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、「
張
子
だ
る
磨
」

や
「
あ
か
ね
も
め
ん
」
が
疱
瘡
罹
病
患
者
で
あ
る
「
お
次
」
に
贈
ら
れ
、「
疱
瘡

の
守
札
」、「
護
符
」、「
為
朝
の
紅
絵
」、「
八
丈
島
為
朝
神
影
」
な
ど
を
買
っ
て
き

て
、「
痘
神
棚
」
に
貼
る
、
な
ど
の
対
処
が
と
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。（
滝
沢
馬

琴
著
、
暉
峻
康
隆
他
校
訂
『
馬
琴
日
記
』
第
2
巻
、
一
九
七
三
、
中
央
公
論
社
）

（
（
） 

拙
稿
「
病
気
へ
の
理
解
と
対
処
―
疱
瘡
習
俗
を
中
心
に
―
」『
伝
承
文
化
研
究
』

第
13
号
、
二
〇
一
五
、
國
學
院
大
學
伝
承
文
化
学
会

（
9
） 

拙
稿
「
疱
瘡
習
俗
の
諸
相
」
南
開
大
学
外
国
語
学
院
東
ア
ジ
ア
古
代
学
研
究
セ
ン

タ
ー
、「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
」
編
集
委
員
会
『
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
（
东
亚
文

化
研
究
）』
第
1
号
、
二
〇
一
六
、
國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科

（
10
） 

渡
邊
平
太
夫
政
通
『
桑
名
日
記
』
天
保
十
（
一
八
三
九
）
〜
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）

（
谷
川
健
一
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
1（
巻
、
一
九
七
一
、三
一
書
房
）

（
11
） 『
指
田
日
記
』は
、武
蔵
国
多
摩
郡
中
藤
村（
現
東
京
都
武
蔵
村
山
市
）の
陰
陽
師
、

指
田
摂
津
正
藤
詮
に
よ
っ
て
、
天
保
五
（
一
八
三
四
）
〜
明
治
四
（
一
八
七
一
）

に
か
け
て
著
さ
れ
た
日
記
で
あ
る
。（
武
蔵
村
山
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
『
注
解

指
田
日
記
上
巻
』
二
〇
〇
五
、
武
蔵
村
山
市
教
育
委
員
会
、
武
蔵
村
山
市
立
歴
史

民
俗
資
料
館
『
注
解
指
田
日
記
下
巻
』
二
〇
〇
六
、
武
蔵
村
山
市
教
育
委
員
会
）

（
12
） 

前
掲
（
（
）

（
13
） 

橘
南
谿
『
痘
瘡
水
鏡
録
（
痘
瘡
手
引
草
）』
安
永
七
（
一
七
七
八
）、
国
立
国
会
図

書
館
蔵

（
1（
） 
池
田
霧
渓
『
疱
瘡
食
物
考
』
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

（
1（
） 
中
野
操
は『
錦
絵
医
学
民
俗
志
』一
九
八
〇
、金
原
出
版
に
お
い
て
、「
総
じ
て「
疱

瘡
絵
」
は
い
た
み
の
ひ
ど
い
も
の
が
多
い
。
疱
瘡
が
癒
え
る
と
、
枕
屏
風
な
ど
に

貼
っ
た
ま
ま
川
に
流
し
た
り
す
る
の
を
拾
っ
て
き
て
剝
が
し
て
売
り
物
に
す
る
せ
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い
で
、
紅
絵
の
色
も
失
わ
れ
て
薄
く
な
り
、
ど
ん
な
構
図
か
さ
え
も
見
わ
け
に
く

い
の
が
多
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
1（
） 『
続
日
本
紀
』
天
平
七
年
是
歳
条

（
1（
） 『
朝
野
群
載
』
天
平
九
年
六
月
典
薬
寮
勘
文

（
1（
） 『
類
聚
符
宣
抄
』
天
平
九
年
六
月
二
十
六
日
太
政
官
符

（
19
） 『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
是
歳
条

（
20
） 『
文
徳
実
録
』
仁
寿
三
年
二
月
是
月
条

（
21
） 『
日
本
紀
略
』
延
喜
十
五
年
十
月
十
一
日
条

（
22
） 

源
順
『
和
名
類
聚
鈔
』（
正
宗
敦
夫
編
『
和
名
類
聚
鈔
』
一
九
七
七
、
風
間
書
房
）

（
23
） 

冨
士
川
游
『
日
本
疾
病
史
』
一
九
六
九
、
平
凡
社

（
2（
） 

前
掲
（
1（
）

（
2（
） 『
日
本
医
学
会
医
学
用
語
辞
典
』に
よ
る
と
、日
本
語
と
英
語
の
対
応
関
係
は
、「
痘

瘡
（variola, sm

allpox

）」、「
大
痘
瘡
（variola m

ajor

）」、「
天
然
痘
（variola 

m
ajor, variola, sm

allpox

）」、「
乳
痘
（bovine sm

allpox, alastrim

）」「
牛

痘
（cow

pox, bovine sm
allpox, alastrim

）」、「
小
痘
瘡
（variola m

inor, 
bovine sm

allpox, alastrim

）」、「
種
痘
瘡
（vaccinia
）」
と
な
っ
て
い
る
。（
日

本
医
師
学
会
、
医
学
用
語
辞
典W

EB

版http://jam
s.m

ed.or.jp/dic/m
dic.

htm
l

）

（
2（
） 

国
立
感
染
症
研
究
所
（https://w

w
w

.niid.go.jp/niid/ja/

）

（
2（
） 

前
掲
（
23
）

（
2（
） 

酒
井
シ
ズ
『
日
本
の
医
療
史
』
一
九
八
二
、
東
京
書
籍

（
29
） 

酒
井
シ
ズ
『
病
が
語
る
日
本
史
』
二
〇
〇
二
、
講
談
社

（
30
） 

日
本
学
士
院
日
本
科
学
史
刊
行
会
『
明
治
前
日
本
医
学
史
』
第
3
巻
、

一
九
七
八
、
臨
川
書
店

（
31
） 

斎
藤
月
岑『
武
江
年
表
』正
編
嘉
永
三（
一
八
五
〇
）、続
編
明
治
十
五（
一
八
八
二
）

（
斎
藤
月
岑
著
、
朝
倉
無
声
校
訂
『
武
江
年
表
』
一
九
一
二
、
国
書
刊
行
会
）

（
32
） 

前
掲
（
9
）

（
33
） 

前
掲
（
11
）

（
3（
） 

前
掲
（
（
）

（
3（
） 

橋
本
静
話
『
疱
瘡
禁
厭
秘
伝
集
』
享
和
三
（
一
八
〇
三
）（
雅
俗
の
会
編
『
中
野

三
敏
先
生
古
稀
記
念
資
料
集
、
雅
俗
文
叢
』
二
〇
〇
五
、
汲
古
書
院
）

（
3（
） 

渡
充
『
荳
瘡
養
育
』
寛
政
七
（
一
七
九
五
）、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

（
3（
） 

緒
方
春
朔
『
種
痘
必
須
辨
』
寛
政
五
（
一
七
九
三
）、
沖
縄
県
立
図
書
館
貴
重
資

料
デ
ジ
タ
ル
書
庫
蔵

（
3（
） 

橋
本
伯
壽『
国
字
断
毒
論
』文
化
七（
一
八
一
〇
）（
森
嘉
兵
衛
、谷
川
健
一
編『
日

本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
（
巻
飢
饉
・
悪
疫
、
一
九
七
〇
、
三
一
書
房
）

（
39
） 

川
村
純
一
は
『
病
い
の
克
服
―
―
日
本
痘
瘡
史
―
―
』
一
九
九
九
、
思
文
閣
に
お

い
て
、
厚
生
省
に
よ
る
「
全
国
累
年
痘
瘡
患
者
及
び
死
者
数
」（
厚
生
省
公
衆
衛

生
局
『
検
疫
制
度
百
年
史
』
一
九
八
〇
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）
所
載
の
、
明
治
九
年

（
一
九
三
四
）
か
ら
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
ま
で
の
疱
瘡
罹
病
患
者
数
と

死
者
数
を
参
考
に
、
明
治
時
代
以
後
の
疱
瘡
流
行
と
政
府
に
よ
る
種
痘
実
施
の
歴

史
を
整
理
し
て
い
る
。

（
（0
） 【
表
１
】
に
あ
げ
た
「
疱
瘡
絵
」
を
所
蔵
し
て
い
る
の
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
（
旧
侯
爵
木
戸
家
資
料
、
内
田
邦
彦
旧
蔵
錦
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）、
東
京
都
江

戸
東
京
博
物
館
（
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
）、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
、

東
京
都
立
中
央
図
書
館
、日
本
大
学
医
学
部
図
書
館
、順
天
堂
大
学（
山
崎
文
庫
）、

東
京
大
学
総
合
図
書
館
（
鶚
軒
文
庫
の
土
肥
慶
蔵
資
料
）、
東
京
大
学
社
会
情
報

研
究
所
、
日
本
医
学
文
化
保
存
会
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の

資
料
が
22
点
と
約
半
数
を
占
め
る
。

（
（1
） 

前
掲
（
1（
）

（
（2
） 

達
磨
は
禅
宗
の
始
祖
で
あ
る
達
磨
大
師
の
座
禅
姿
を
う
つ
し
た
も
の
で
、
糸
を
吐

き
始
め
た
蚕
を
入
れ
る
「
上あ
が
り蔟

」
に
ち
な
ん
で
、
起
き
上
が
り
達
磨
は
養
蚕
の
縁

起
物
と
さ
れ
る
。（
木
村
吉
隆
『
江
戸
の
縁
起
物
―
―
浅
草
仲
見
世　

助
六
物
語
』

二
〇
一
一
、
亜
紀
書
房
）
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（
（3
） 

前
掲
（
（
）

（
（（
） 

で
ん
で
ん
太
鼓
は
、
赤
ん
坊
を
あ
や
す
玩
具
で
、
鬱
金
で
染
め
た
麻
紐
に
は
、
麻

の
よ
う
に
丈
夫
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
る
。（
木
村
吉
隆
『
江

戸
の
縁
起
物
―
―
浅
草
仲
見
世　

助
六
物
語
』
二
〇
一
一
、
亜
紀
書
房
）
一
方
で
、

3
の
文
言
に
は
、「
豆
太
鼓
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
疱
瘡
の
膿
疱
（
豆
）
に
掛
け

て
「
豆
太
鼓
」
を
描
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
） 

ま
さ
る
は
、
福
島
県
各
地
で
年
末
年
始
に
露
天
で
売
ら
れ
る
正
月
縁
起
物
で
、
竹

弓
の
弦
に
ウ
サ
ギ
の
白
い
毛
が
つ
い
た
素
焼
き
の
土
鈴
が
付
い
て
い
る
も
の
で
あ

る
が
、「
疱
瘡
絵
」
に
お
い
て
は
鯛
が
付
い
て
い
る
。
ま
さ
る
（
魔
去
る
）
を
意

味
す
る
た
め
、
疱
瘡
除
け
の
効
力
を
期
待
さ
れ
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

さ
る
の
弦
に
付
い
た
鯛
は
、
疱
瘡
治
癒
に
効
力
の
あ
る
赤
色
を
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、「
お
め
で
た
い
」
を
意
味
し
、
疱
瘡
治
癒
を
予
祝
す
る
機
能
を
有
す
る
。

（
（（
） 

春
駒
は
予
祝
の
た
め
の
門
付
け
芸
で
、
邪
鬼
を
祓
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
江

戸
時
代
に
子
ど
も
の
玩
具
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
邪
鬼
を
祓
う
と
い
う
点
で
疱

瘡
除
け
に
効
力
を
発
揮
す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。（
木
村
吉
隆
『
江
戸

の
縁
起
物
―
―
浅
草
仲
見
世　

助
六
物
語
』
二
〇
一
一
、
亜
紀
書
房
）

（
（（
） 

犬
張
子
は
、
安
産
祈
願
、
出
産
見
舞
い
、
お
宮
参
り
の
贈
物
と
し
て
用
い
ら
れ
る

玩
具
で
あ
る
が
、
病
気
除
け
と
し
て
親
が
子
ど
も
に
与
え
る
代
表
的
な
玩
具
で
も

あ
る
。
犬
（
去
ぬ
）
の
意
味
を
持
ち
、
病
気
が
去
る
の
で
あ
る
。（
木
村
吉
隆
『
江

戸
の
縁
起
物—

—

浅
草
仲
見
世　

助
六
物
語
』
二
〇
一
一
、
亜
紀
書
房
）

（
（（
） 

木
村
吉
隆
『
江
戸
の
縁
起
物—

—

浅
草
仲
見
世　

助
六
物
語
』
二
〇
一
一
、
亜
紀

書
房

（
（9
） 

前
掲
（
（
）

（
（0
） 

前
掲
（
（
）

（
（1
） 

前
掲
（
（
）

（
（2
） 

千
葉
県
松
戸
市
七
右
衛
門
新
田
で
二
月
一
日
に
行
わ
れ
る
、「
疱
瘡
日
祭
り
」
の

唄
の
歌
詞
に
、「
こ
ん
に
ち
の
も
が
み
さ
ま
は
み
ず
う
み
か
か
り
て
、
山
高
く
軽

く
駿
河
の
、
富
士
の
山
」（
上
野
勇
・
日
向
野
徳
久
・
高
橋
武
子
・
浅
野
明
・
栃

原
嗣
雄
・
直
江
広
治
・
和
田
正
洲
『
関
東
の
民
間
療
法
』
一
九
七
六
、
明
玄
書
房
）

と
い
う
文
言
が
あ
り
、「
疱
瘡
絵
」
の
「
山
あ
げ
」
を
連
想
さ
せ
る
富
士
山
と
共

通
す
る
。
ま
た
、
鹿
児
島
日
置
郡
阿
多
村
の
踊
疱
瘡
の
唄
の
歌
詞
に
、「
お
疱
瘡

は
三
つ
で
軽
い
と
軽
い
と
。
顔
に
や
三
つ
四
つ
身
に
や
ま
た
七
つ
。
メ
デ
タ
イ
メ

デ
タ
イ
ナ
」（
馬
場
富
子
「
民
謡
の
禁
忌
に
つ
い
て
」
日
本
民
俗
学
会
編
『
日
本

民
俗
学
』
第
（
巻
第
2
号
、
一
九
五
七
、
実
業
之
日
本
社
）
と
い
う
文
言
が
あ
り
、

「
疱
瘡
絵
」
の
「
か
る
か
る
・
さ
ら
さ
ら
」
と
い
っ
た
文
言
と
共
通
す
る
。

（
（3
） 『
保
元
物
語
』
成
立
年
代
不
明
、
最
古
写
本
文
保
二
（
一
三
一
八
）

　
　

 「
か
の
為
朝
は
（
中
略
）
き（

器

量

（

り
や
う
・
こ（

事

柄

（

と
が
ら
・
つ（

面

魂

（

ら
た
ま
し
ゐ
、
誠
い
か
め

し
げ
な
る
も
の
也
。
其
た
け
七
尺
に
あ
ま
り
た
れ
は
、
不
通
の
者
に
は
二
三
尺じ
ゃ
く

計ば
か
り

指さ
し

あ
ら
は
れ
た
り
。
生う
ま
れ
つ
き付

た
る
弓
取
に
て
、
弓ゆ
ん
で手

の
か（

腕

（

い
な
め（
馬
手
（て

よ
り
四
寸

長
か
り
け
れ
ば
、
矢
づ（
束
（か
を
ひ
く
こ
と
十
五
そ
く
、
弓
は
八
尺
五
寸
（
中
略
）
鎧

か
ろ
げ
に
着
な
し
、
小こ

具ぐ

足そ
く

つ
ま
や
か
に
し
て
、
弓
脇
に
は
さ
み
、
烏
帽
子
ひ
き

た
て
ゆ
る
ぎ
い
で
た
る
形あ
り
さ
ま勢

は
、
か
の
刀た
う

八は
ち

毘
沙
門
天
の
惡あ
く
ま
が
う
ぶ
く

魔
降
伏
の
た
め
に
、

忿
怒
の
か
た
ち
を
あ
ら
は
し
給
ふ
も
か
く
や
と
お
ぼ
え
て
を
び
た
ゝ
し
。
い
か
な

る
惡
魔
・
行
疫
神
も
、
面
を
む
く
べ
き
や
う
は
な
し
。」

　
　

 （
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（1
、
柳
瀬
喜
代
志
校
注
『
将
門
記
、
陸
奥
話
記
、
保

元
物
語
、
平
治
物
語
』
二
〇
〇
二
、
小
学
館
）

（
（（
） 

青
森
県
か
ら
鹿
児
島
県
ま
で
の
日
本
各
地
の
為
朝
伝
説
は
22
例
収
集
で
き
た
。
紙

幅
の
関
係
上
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
す
べ
て
掲
示
し
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
伝
説
は
、

鎮
西
八
郎
と
も
呼
ば
れ
た
為
朝
が
13
歳
か
ら
1（
歳
ま
で
居
住
し
た
と
さ
れ
る
九
州

地
方
、
ま
た
は
為
朝
が
保
元
の
乱
に
敗
れ
配
流
さ
れ
た
八
丈
島
に
集
中
し
て
存
在

す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
為
朝
伝
説
の
内
容
は
大
き
く
、
ア
．
為
朝
が
何

か
を
退
治
す
る
伝
説
（
大
蛇
・
龍
退
治
、
鬼
退
治
、
猿
退
治
、
疫
鬼
退
治
）、
イ
．

為
朝
の
強
弓
や
怪
力
を
強
調
す
る
伝
説
、
ウ
．
為
朝
の
行
為
が
特
定
事
物
や
場
所

の
由
来
と
な
る
伝
説
、
の
３
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
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（
（（
） 
浅
沼
良
次
『
八
丈
島
の
民
話
』
一
九
六
五
、
未
来
社

（
（（
） 
曲
亭
馬
琴
作
、
葛
飾
北
斎
画
『
椿
説
弓
張
月
』
前
編
六
冊
文
化
四
（
一
八
〇
七
）、

後
編
六
冊
続
篇
六
冊
文
化
五（
一
八
〇
八
）、拾
遺
五
冊
文
化
七（
一
八
一
〇
）（
滝

沢
馬
琴
『
古
典
叢
書　

滝
沢
馬
琴
集
』
第
一
巻
、
一
九
八
九
、
誠
晃
社
）
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【表１】疱瘡絵一覧

類型 № 資料仮題 構成要素 所蔵機関図柄 文字

⑴紅一色摺

1 皃のやさしきたるま 達磨 起たがる/たるま 東京大学総合
図書館

2 はやきあし達磨 達磨 かろくもはやきあ
し/達磨

国立歴史民俗
博物館

3 豆太鼓あし乃達磨 達磨/でんでん太
鼓 豆太鼓/達磨 国立歴史民俗

博物館

（ 持遊ひもふんだるた
るま 達磨/鯛/まさる

一 日 も 寝 ず に /
軽々/野せん豆/た
るま

国立歴史民俗
博物館

（ 竹馬乃友だち…おき
あがり小法師 達磨/春駒 寝もせで/おきあ

がり/まめに
国立歴史民俗
博物館

（ はるのこま 達磨/春駒
かるかる/二つ三
つ/あがれ/はるの
こま

国立歴史民俗
博物館

（ 寝た事のないだるま
…風車 達磨/犬張子/風車

寝た事のない/じ
つとして居ぬ/か
るすぎて/達磨/風
車

国立歴史民俗
博物館

（ もてあそぶ犬や達磨 達磨/犬張子/でん
でん太鼓

軽く/湯のふ峠を
らくに越へけり/
達磨/犬

国立歴史民俗
博物館

9 童子・達磨 達磨 国立歴史民俗
博物館

10 達磨も犬も疱瘡の見
舞

達磨/犬張子/鯛/
まさる かるき/達磨/犬 国立歴史民俗

博物館

11 富士山・為朝・鍾馗・
達磨①

達磨/源為朝/鍾馗
/富士山

富士ほどに山をあ
け/たるま/為とも
/正氣

国立歴史民俗
博物館

12 富士山・為朝・鍾馗・
達磨②

達磨/源為朝/鍾馗
/富士山

富士ほどに山をあ
け/たるま/為とも
/正氣

国立歴史民俗
博物館

13 富士山・為朝・鍾馗・
達磨③

達磨/源為朝/鍾馗
/富士山

おきる/かるかる/
張上ケる富士/朱
だるま/為とも/正
氣

国立歴史民俗
博物館

1（ 富士山・為朝・鍾馗・
達磨④

達磨/鯛車/源為朝
/鍾馗/富士山

富士ほどに山をあ
げ/だるま/為とも
/正氣

国立歴史民俗
博物館

1（ 富士山・為朝・達磨・
金太郎

達磨/犬張子/金太
郎/源為朝/富士山

かろく/山もあけ
たる/はりぬきの
不二

東京大学総合
図書館

1（ 富士山・為朝・鍾馗・
達磨・桃太郎

達磨/犬張子/兎/
鯛/まさる/桃太郎
/源為朝/鍾馗/富
士山

かろかろ/ふしの
山/上る

東京大学総合
図書館

1（ 鯛車 鯛車 かるかる/鯛/ゑび
す/万歳

東京大学総合
図書館

1（ 木菟・豆太鼓 木菟/でんでん太
鼓

かほに三つ四つ/
豆太鼓

国立歴史民俗
博物館

19 羽子板・羽根・鞠 達磨/羽子板/羽根
/鞠

かろく/にえはご
板/羽根/鞠

国立歴史民俗
博物館
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⑴紅一色摺

20 なりふり太鼓…春の
若駒

春駒/でんでん太
鼓

春の若駒/なりふ
り太鼓

日本医学文化
保存会

21 早咲の梅…色よき犬
のあし跡 犬張子/春駒 二ツ三ツ/犬/梅 日本大学医学

部図書館

22 童子と犬張子 犬張子 かるく/かるき/い
ぬはり子

武田科学振興
財団杏雨書屋

23 獅子の勇ミ顔 獅子頭/太鼓 獅子舞 東京大学総合
図書館

2（ 十二峠も祝ふ獅子舞 獅子頭/太鼓 軽く/十二峠も祝
ふ/曲鞠

日本大学医学
部図書館

2（ たかくあぐる怪童 金太郎 山/たかくあぐる 東京都江戸東
京博物館

2（ かるかると斧もてあ
そぶ疱瘡が子 金太郎 かるかる/山あげ

る
東京都立中央
図書館

2（ 紅梅…喜目舞 達磨/木菟 軽々/軽し/大角豆
/えびす講/紅梅

国立歴史民俗
博物館

2（ 鍾馗大臣 鍾馗 あとなく/鍾馗大
臣

東京大学総合
図書館

29 獅子舞他 達磨/犬張子/鯛/
獅子舞/源為朝/鬼

だるま/いぬ/しば
らく

国立歴史民俗
博物館

⑵図柄紅
　文字黒

30 豆州八丈島鎮守正一
位八郎大明神正像 源為朝 八郎大明神/為朝

伝説/老爺
内藤記念くす
り博物館

31 疱瘡養生艸
達磨/犬張子/兎/
でんでん太鼓/鞠/
源為朝/鍾馗

山あがらぬ/南天
の実

国立歴史民俗
博物館

32 素盛雄尊・管相丞・
清正 梅/疫痒の神/悪魔 日本医学文化

保存会

⑶多色摺
　簡素

33 あづき・うさぎ・み
みづく

木菟/兎/でんでん
太鼓

かろく/豆太鼓/あ
づき/木菟/兎/豆
太鼓

東京都江戸東
京博物館

3（ 木菟・為朝大明神 木菟 為朝大明神 国立歴史民俗
博物館

3（ 達磨・木菟 達磨/木菟 為朝大明神 国立歴史民俗
博物館

3（ 中村芝翫九変化ノ内 鍾馗/青鬼 せうき 日本医学文化
保存会

3（ 疱瘡退除の圖 源為朝/疱瘡神（赤
/発疹）

ためともさま/ほ
うそう神

日本医学文化
保存会

⑷多色摺
　複雑

3（ 鎮西八郎為朝・疫鬼 源為朝/疫鬼（老
爺）

鎮西八郎為朝/疫
鬼 不明

39 為朝の武威疫鬼神を
退く図

源為朝/疫鬼神（発
疹） 為朝/疫鬼神 順天堂大学山

崎文庫

（0 八丈島の鎮守正一位
為朝大明神来由 源為朝

為朝大明神/為朝
伝説/痘瘡を護る
神

日本医学文化
保存会

（1 鎮西八郎為朝・疱瘡
神

犬張子/木菟/兎/
鯛/まさる/源為朝
/童子/老婆/犬/兎
/熊

鎮西八郎為朝/疱
瘡神

日本医学文化
保存会

（2 天岩戸・為朝・八岐
大蛇退治

達磨/風車/源為朝
/疱瘡神（体

国立歴史民俗
博物館

（3 為朝他 達磨/犬張子/木菟
/源為朝 源為朝/為朝伝説 国立歴史民俗

博物館

（（ 牛頭天王他 痘瘡 痘瘡 東京都立中央
図書館
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【図１】No.3　豆太鼓あし乃達磨
（仮題）
　紅一色摺りで、達磨とでんでん
太鼓の図柄が描かれる。文言は「□
□□□□□□□□□□豆太鼓あし
乃だるまも□らぬ稚子か茂の□清
□」と書かれる。倒れても起き上
がる達磨の図柄と、小児の弄び物
であると同時に成長を願うための
縁起物であるでんでん太鼓の図柄
と、「豆太鼓」の「豆（疱瘡の膿疱）」
という文言が、疱瘡治病に効力を
持たせている。（国立歴史民俗博
物館所蔵）

【図２】No.8　もてあそぶ犬や達
磨（仮題）
　紅一色摺りで、達磨、犬張子、
でんでん太鼓の図柄が描かれる。
文言は「もてあそぶ犬や達磨にも
軽く湯のふ峠を楽に越へけり」と
書かれる。「去ぬ」に掛けて病気
が去ることを意味する犬張子が達
磨、でんでん太鼓と共に描かれる。
「軽く」や「峠を楽に越へけり」
という文言によって、疱瘡の症状
が軽いことや、快方へ向かうこと
を予祝する効力を持たせている。

（国立歴史博物館所蔵）
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【図３】No.14　富士山・為朝・
鍾馗・達磨④（仮題）
　紅一色摺りで、富士山、為朝、
鍾馗、達磨の図柄が描かれる。文
言は「疱瘡の身も冨士ほどに山を
あげ正氣ですぐ壽だるま為とも」
と書かれる。富士山の図柄と「山
をあげ」という文言によって、山
上げの段階を過ぎ、快方へ向かう
ことを予祝する。（国立歴史博物
館所蔵）

【図４】No.38　鎮西八郎為朝・
疫鬼（仮題）
　４色以上用いた複雑な多色摺り
で、源為朝が弓をもって、幣束を
刺した桟俵に乗って海を漂流する
赤い服を着た疫鬼を退治する図柄
が描かれる。（ジュリー・アンダー
ソン、エム・バーンズ、エマ・シャ
クルトン『アートで見る医学の歴
史』2012、河出書房新社より）
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【図５】No.41　鎮西八郎為朝・疱瘡神（仮題）
　４色以上用いた複雑な多色摺りで、弓を持つ源為朝が、複数の疱瘡神を調伏す
る様子が描かれている。疱瘡神は、赤い達磨や赤い木菟、犬張子、兎、まさるを持っ
た熊、老婆、赤い服を着た童子などの姿で描かれる。おそらく『椿説弓張月』に
書かれる、八丈島における為朝の疱瘡神調伏の様子を描いたもので、本来手の無
いはずの達磨が手を出して額突き、老婆は八丈島の民を疱瘡に罹病させないとい
う誓いの手判を持ち、童子は疱瘡神への供物とされる桟俵にのった赤い疱瘡団子
を食べている。（中野操『錦絵医学民俗志』19（0、金原出版より、日本医学文化保
存会所蔵）


